
「
新
し
い
時
代
を
担
う
主
権
者
を
育
て
る
」
を
基
本
理
念
と
し
、

18
歳
選
挙
権
を
み
す
え
て
、

生
徒
が
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
た
学
習
を
通
し
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
し
、

新
し
い
時
代
の
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な

「
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基
礎
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
願
い
、

本
教
科
書
を
編
集
し
ま
し
た
。

基本方針

基本方針

基本方針

3
学びに向かう力・
人間性等を養う

学びを
日々の生活や
社会に活かす2

生徒自らが
学びに
動き出す
主体的・対話的で
深い学びを通した

思考力・判断力・表現力等の育成

1
質の高い
学びや授業を
保証する

確実な知識・技能の定着

編集
基本方針

歴史

4 5



　新学習指導要領に対応して，本教科書では「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習ができる
ようにしています。「歴史的な見方・考え方」は 時系列 ・ 推移 ・ 比較 ・つながり を指し，第
１編では小学校の歴史学習を振り返る活動を通して，この「歴史的な見方・考え方」を自然に理
解することができるようにしています。

質の高い
学びや授業を
保証する

基本方針1

調べ学習や対話による
学習にも取り組むことが

できます。

←P.6-7

第   編1

←P.12-13

第 1編　私たちと歴史

いつ，起こったできごとなのかな？ この時代の特色は何かな？

どのような影響をおよぼしたのかな？前の時代とどのように変わったのかな？

　この教科書では，時
じ

系
け い

列
れ つ

・推
す い

移
い

・比
ひ

較
か く

・つながりといった四つの視
し

点
て ん

や方法を使って学習を進めていきます。
　これらは，「歴史的な見方・考え方」とよばれるものです。
　歴史を考察し，理解するための手立ての一つとして，活用していきましょう。

　歴史の学習の目的は，昔のできごとを覚えるだけではありません。私たちの先人が，どのようにあゆんで
きたのか，日本の歴史の大きな流れを説明できるようにしましょう。
　そのためにも，日本の歴史を世界の歴史と関連づけることや，さまざまな角度から疑

ぎ

問
も ん

をもつようにするこ
とが大切です。地図帳や統計などの資料も有効に活用しながら，学習に取り組んでいきましょう。

比べたときに異
こ と

なる部分が，その時代の特色といえます。
二つの時代には，どのようなちがいがあるでしょうか。

貴族の栄
え い

華
が

を誇
ほ こ

った
藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

武士による政治を始めた
源
みなもとの

頼
よ り

朝
とも

鎌
か ま

倉
く ら

時代平
へ い

安
あ ん

時代

?
元の襲来は，鎌倉幕

ば く

府
ふ

にどのような影響をおよぼしたの
でしょうか。? に入るものは何か，考えてみましょう。

鎌倉幕府

「歴史的な見方・考え方」とは？ さあ，中学校の歴史学習を始めましょう

年表を使って，「時系列」を理解しましょう。

時代 年 できごと
1147 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

が生まれる
1156 保

ほう

元
げん

の乱
らん

が起こる
1159 平

へい

治
じ

の乱が起こる
1160 敗れた頼朝が伊

い

豆
ず

（静
しず

岡
おか

県）に流される
1180 平

へい

氏
し

をたおそうと兵をあげ，全国的な
内乱が始まる

1185 源
げん

氏
じ

が壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いで平氏をほろぼす
1192 頼朝が征

せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられる
1199 頼朝が亡

な

くなる

平へ
い

安あ
ん

鎌か
ま

倉く
ら

推移
それぞれの時代
のくらしは，ど
のように移り変
わっていったの
でしょうか。貴

き

族
ぞ く

のはなやかな生活

武芸をみがく生活

　歴史上のできごとは，たがいにつながり合ってい
ます。「つながり」に着目することで，あるできご
との背

は い

景
け い

や原因，結果や影
え い

響
きょう

などを考えていくこと
ができます。

　ものごとは，時とともに移り変わっていきます。
この移り変わりのことを「推移」といいます。推移
に着目すると，ものごとがどのように変化したのか，
あるいは変わることなく継

け い

続
ぞ く

したのかなどに気づく
ことができます。

元
げ ん

の襲
しゅう

来
ら い

中学校の歴史学習では，
できごとどうしのつな
がりを考えることが大
切だね。

前の時代と比べてどう変
わったのか気づくと，そ
の時代の特色がわかるね。
P.10の 6 ， 7 の問いと
関連しているよ。

　歴史には時間の流れがあります。それぞれので
きごとが，どの時期にどんな順序で起こったのかに
着目して「時系列」でとらえることは，歴史学習の
基本として大切なことです。

　二つ以上のものを比べることを「比較」といいま
す。ものごとどうしを比較して，たがいのちがいや
似ている点に着目すると，それぞれの特色を明らか
にすることができます。

時系列 比較

つながり

12 13

P.10～11では年表
を見て，「時代」に
ついて考えたね。

P.8の 4 の問いで考えた
のは，推移に関すること
だったんだね。

第 1編　私たちと歴史

和を尊
たっと

び，
争いをや
めよ。

源
げ ん

氏
じ

の
君は…

それがしは，
平
へ い

氏
し

の棟
と う

梁
りょう

…

それがしは，
源氏の棟梁…

今日から授業
を再開します。

祝！
ノーベル賞受賞

一所懸
け ん

命
め い

！

乱
み だ

れる倭
わ

国
こ く

よ。
おさまりたまえ。

　小学校６年生のときにも，歴史の内容を学びました。今の私たちにとって歴史とは
どのような意味をもち，歴史を学ぶことにはどのような意義があるのでしょう。
　中学校の学習のはじめに，小学校での歴史の学習をふり返りながら考えてみましょう。第   編1 私たちと歴史

小学校で学んだ主な人物と文化遺
い

産
さ ん

国じゅうの銅と
人々の協力で大仏
をつくりたい。

天
て ん

下
か

布
ふ

武
ぶ

！

われわれ
維
い

新
し ん

の三
さ ん

傑
け つ

と
言われるそうな。

76

君死にたまう
ことなかれ

←P.8-9

第 1 編　私たちと歴史

卑
ひ

弥
み

呼
こ

，聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

，小
お

野
の の

妹
い も

子
こ

，中
なかの

大
お お

兄
え の

皇
お う

子
じ

，中
な か

臣
とみの

鎌
か ま

足
た り

，聖
しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

，行
ぎょう

基
き

，鑑
が ん

真
じ ん

，藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

，紫
むらさき

 式
し き

部
ぶ

，
清
せ い

少
しょう

納
な

言
ご ん

，平
たいらの

 清
き よ

盛
も り

，源
みなもとの

 頼
よ り

朝
と も

，源 義
よ し

経
つ ね

，北
ほ う

条
じょう

時
と き

宗
む ね

，足
あ し

利
か が

義
よ し

満
み つ

，足利義
よ し

政
ま さ

，雪
せ っ

舟
しゅう

，ザビエル，織
お

田
だ

信
の ぶ

長
な が

，
豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

，徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

，徳川家
い え

光
み つ

，近
ち か

松
ま つ

門
も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

，歌
う た

川
が わ

広
ひ ろ

重
し げ

，本
も と

居
お り

宣
の り

長
な が

，杉
す ぎ

田
た

玄
げ ん

白
ぱ く

，伊
い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

，ペリー，
勝
か つ

海
か い

舟
しゅう

，西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

，大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

，木
き

戸
ど

孝
た か

允
よ し

，明
め い

治
じ

天皇，福
ふ く

沢
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

，大
お お

隈
く ま

重
し げ

信
の ぶ

，板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け

，伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ぶ み

，
陸
む

奥
つ

宗
む ね

光
み つ

，東
と う

郷
ご う

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

，小
こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろ う

，野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

（生没年：966～1027）

調べ学習のポイント

対話を通じて考えるときのポイント相手に伝わる説明のしかた

人物を調べるポイント
・生

せ い

没
ぼ つ

年はいつでしょうか。
・ その人物が生きた時代は，どのような世

の中だったのでしょうか。
・ その人物は，どのようなことを行い，そ

の時代にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたので
しょうか。　

　自分と班の人が選んだ人物
やその理由が異

こ と

なる場合は，
たがいの考えが十分に理解で
きるまで質問し合いましょう。

　大切なのは「歴史を大きく
変えた」ということの意味で
す。自分と班の人が示した人
物やその理由が，本当にそれ
にふさわしいかどうかを考え
ながら話し合いましょう。

　話し合った結果，自分の考
えが変わったところが出てき
たら，そのことを班の人に伝
えるとともに，ワークシート
やノートに書きとめるように
しましょう。

納
な っ

得
と く

できたことや疑
ぎ

問
も ん

に感じたことはあ
りますか。

私はこの3名を
選びました。

自分が選んだ人物やその理由につ
いて，修正したいと思ったところ
はありますか。

あなた自身は，小学校の授業でどの人物について学習しましたか。

上の一覧表で示した人物のなかで，歴史を大きく変えた人物はどの人だと思い
ますか。あなた自身の考えをもとに，3名を選び出しましょう。

班の人とは，選んだ人物や選
んだ理由がちがうかもしれま
せんね。それぞれの説明をも
とに，どの人物が「歴史を大
きく変えた」というのに本当
にふさわしいか，話し合いま
しょう。

あなたが選んだ人物は，どのように「歴史を大きく変えた」といえそうですか。
スキルUPコーナーを確

か く

認
に ん

しながら，班
は ん

の人に説明しましょう。

この人物を選んだ理由

です。藤原道長

　藤原道長が生きていた時代は，朝
ちょう

廷
て い

内で貴
き

族
ぞ く

が

力をもっていました。そのなかで道長は，自分の

むすめを天皇のきさきとして，生まれてきた子を天

皇にしました。そして，天皇に代わって政治を動

かすようになり，朝廷の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎりまし

た。こうしたことから道長は，歴史を大きく変えた

人物だと思います。

「歴史を大きく変えた」とは，
どのようなことだと考えれば
いいのでしょうか。

下の一
い ち

覧
ら ん

表に書かれた人物を，次の二つに分けましょう。

A　主に政治の動きのうえで活
か つ

躍
や く

した人物　➡　人物名に  の下線を引こう
B　主に文化のうえで活躍した人物　　　　➡　人物名に  の下線を引こう

1

3 5

4

歴史を大きく変えた人物はだれだろう？
5

１．聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

２．藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

３．徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

ふ
り
返
り

私が「歴史を大きく変
えた」と思う人物の一
人は，藤

ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

です。

2

道長は，天
て ん

皇
の う

に代わって朝
ちょう

廷
て い

の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎり，政治
を動かした人物だからです。

「歴史を大きく変えた」
という意味では，武士
が政治を動かしはじめ
たときはどうかな。例
えば平

たいらの

清
き よ

盛
も り

や源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

などの人物がそうだね。

なるほど。でも，ただ権力
をにぎったというだけでは，
「歴史を大きく変えた」と
はいいにくい気がするな。

たしかに，源頼朝は鎌
か ま

倉
く ら

に
幕
ば く

府
ふ

を開いて，朝廷の貴
き

族
ぞ く

たちとはちがう新しい政治
を始めた人物だったよね。

1

2

3

4

課
題

調
査

対
話

私が歴史を大きく変えたと
思う人物  　　　  は2人目

ゆきさんの答え

　自分の考えを説明するときは，どのよう
な説明をすれば，聞いている人が理解しや
すいのか，考えるようにしましょう。
　何を言いたいのか，ポイントを最初に説
明して，気づいたことだけでなく，その理
由などをつけ加えて話しましょう。

4

3

8 9

　「歴史的な見方・
考え方」を働かせた中
学校の歴史学習にスムー
ズに移行できます。

各時代の学習
「歴史との対話」
を未来に活かす

歴史の大きな流れを理解する 未来を考える

第   　 編2～6

教科書をつらぬく新しい流れ
歴史的な見方・考え方を働かせる工夫

教科書の構成について
　導入単元である第１編「私たちと歴史」，各時代の特色を学ぶ第２～６編，未来を構想する学習「『歴史との対話』を未来に
活かす」の順番で構成され，生徒が歴史の大きな流れを理解して，学んだ歴史をふまえて未来を考えることができるようにし

ています。
　新学習指導要領が示す歴史的分野
の授業時数135時間に対して，この教
科書は115時間の授業時数で学習が
完結できるようにしており，余裕を
もった指導計画の作成が可能です。

小学校の学習を振り返る
　小学校で学習した歴史上の人物や文化財を，親しみやすいイラストと写真で紹介しています。

歴史を大きく変えた人物は誰か，考える
　小学校で学習した人物のうち，「歴史を大きく変えた人物」は誰かを考えます。また，歴史を大きく変えたと
はどのような意味なのか考えることで，年代や時代区分について学びます。

「歴史的な見方・考え方」を学ぶ
　これまでの学習が，「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習であることを確認させ，これらの「見方・考え
方」について丁寧に説明し，「見方・考え方」についての理解を深めることができます。

1

2

3

私たちと歴史
第   編1

→本書 P.14-15→本書 P.8-13

注目

　導入単元である第１編「私たちと歴史」では，小学校での学びを振り返り，「歴史的な見方・考え
方」を働かせた学習の仕方を学びます。第２～６編では，第１編で学んだ「見方・考え方」を使って
各時代の特色をとらえ（→本書P.8-13），歴史の学習の最後には，先人たちの知恵を受け継ぎながら未
来を構想する学習「『歴史との対話』を未来に活かす」（→本書P.14-15）に取り組む構成にしています。

→本書 P.36

「見方・考え方」を
中学校の歴史学習で

どのように働かせるのかに
ついては，次ページを
ご覧ください。
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3
本文・図版

　十分な文字量を確保し，平
易な表現を用いて，生徒の読
み取りを支援しました。

丁寧な記述で学習
を助ける

第 3 編　中世の日本と世界

率いて命がけで合
かっ

戦
せん

に参加しました。これを奉
ほう

公
こう

といいます。鎌倉
幕府の組織は，この御恩と奉公の関係をもとに成り立っていました。

頼朝の死後，頼朝の妻政
まさ

子
こ

の実家である北
ほう

条
じょう

氏
し

がしだいに幕府の実
じっ

権
けん

をにぎるようになり，
執
しっ

権
けん

という地位について政治を行いました（執権政治）。
　源氏の将軍が ３代で絶えると，京都で院政を行っていた後

ご

鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

は，1221（承
じょう

久
きゅう

３）年，幕府をたおそうとして兵をあげました。し
かし，北条氏に率いられた幕府の大軍に敗れ，隠

お

岐
き

（島
しま

根
ね

県）に流さ
れました。これを承

じょう

久
きゅう

の乱
らん

といいます。乱後，幕府は，上皇方につ
いた貴

き

族
ぞく

や武士の荘園を取りあげ，そこに新たに地頭をおきました。
また，京都には六

ろく

波
は

羅
ら

探
たん

題
だい

をおいて，朝廷を監
かん

視
し

し，西日本の御家
人を統制しました。これによって，西国にも幕府の支配が広くおよ
ぶようになりました。
　12３2（貞

じょう

永
えい

元）年，執権北条泰
やす

時
とき

は，御家人の権利・義務や，領地
の裁

さい

判
ばん

などについての武家社会のならわしをまとめ，御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

（貞
永式目）を定めました。この法

ほう

律
りつ

は，その後長く武士の政治のより
どころとなりました。

4

8

6

2

P.70

7

3 10

執
し っ

権
け ん

政治

1180年，伊
い

豆
ず

にいた源
みなもとの

頼
より

朝
とも

や木
き

曽
そ

（長
なが

野
の

県）
の源義

よし

仲
なか

などが，平
へい

氏
し

をたおそうと兵をあげ，
全国的な内

ない

乱
らん

が始まりました。
　鎌倉を本

ほん

拠
きょ

として指
し

揮
き

をとった頼朝は，集まってきた武士と主
しゅ

従
じゅう

関係を結んで御
ご

家
け

人
にん

とし，武家の政治のしくみを整えていきました。
　頼朝が派

は

遣
けん

した弟の義
よし

経
つね

らは，平氏を追って西に進み，1185年，
壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦い（山
やま

口
ぐち

県）で平氏をほろぼしました。その後頼朝は，対
立して姿

すがた

を隠
かく

した義経を捕
と

らえるとして，朝
ちょう

廷
てい

にせまって国ごとに
守
しゅ

護
ご

を，荘
しょう

園
えん

や公領に地
じ

頭
とう

をおくことを認
みと

めさせ，御家人をこの役
につけました。さらに，義経をかくまったことを理由に，奥

おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏を攻
せ

めほろぼし，1192年，頼朝は，武士の総
そう

大
だい

将
しょう

として征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられました。
　こうして12世紀の末に鎌倉に立てられた武士の政

せい

権
けん

を鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

と
いい，幕府の続いた約140年間を鎌

かま

倉
くら

時
じ

代
だい

といいます。
　将軍は，御家人の領地を公

こう

認
にん

・保護し，御家人を守護や地頭など
に任命しました。これを御

ご

恩
おん

といいます。その代わりに，御家人は
京
きょう

都
と

・鎌倉の警
けい

備
び

にあたり，戦いのときには，一族・郎
ろう

党
とう

や下
げ

人
にん

を

2

1

1 9

4

P.68

鎌倉幕府が武士に支持された理由を説明
しましょう。

確認

 12～13世紀の日本の動き5

源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

と鎌
か ま

倉
く ら

幕
ば く

府
ふ

鎌か

ま

倉く

ら

幕ば

く

府ふ

の
成
立

見方・考え方

源頼朝と御家人との関係に着目
しましょう。

つながり

学習  課題
源頼朝がつくった政治の
しくみには，どのような
特徴があるのでしょうか。

2

 北条氏の系
け い

図
ず

と源氏との関係6

 鎌倉幕府のしくみ9
 北条政子  

（1157～1225）  
（神

か

奈
な

川
がわ

県　安
あん

養
よう

院
いん

蔵）

8

 現在
の鎌倉の
ようす

1

 源頼朝（1147～1199）
（源頼朝木像　甲

こう

府
ふ

市　善
ぜん

光
こう

寺
じ

蔵）
2

 御恩と奉公4

 源氏の将軍が絶えた後，頼朝の遠
と お

縁
え ん

にあた
る京都の貴族が将軍にむかえられました。
	 成敗は裁判，式目はきまり（法規）という意
味です。

2

3

鎌倉幕府の政治
－武士のための政治の始まり－

鎌倉の地形の
特
と く

徴
ちょう

は何かな。

承久の乱の後，幕府の政治はどのよう
に変わったのでしょうか。

深めよう

武士が政治の実権をにぎった時
代のうち，平

へ い

安
あ ん

時代末から戦
せ ん

国
ご く

時代までを中世といいます。

中世基本用語

年 できごと
1180 源

げん

平
ぺい

の内乱が始まる
1185 源

げん

氏
じ

が壇
だん

ノ
の

浦
うら

の戦いで平
へい

氏
し

をほ
ろぼす

1192 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられる
1221 承

じょう

久
きゅう

の乱
らん

が起こる
1232 執

しっ

権
けん

北
ほう

条
じょう

泰
やす

時
とき

によって御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

が制定される

 鎌倉幕府が成立した時期について
は，東日本の支配権を朝廷に認

み と

められ
た1183年，守護・地頭の設置が認め
られた1185年，頼朝が征夷大将軍と
なった1192年などの説があります。

1

　みな心を一つにして聞きなさい。これが最後
の言葉です。頼朝殿

ど の

が平氏を征
せ い

伐
ば つ

し，幕府を開
いて以

い

降
こ う

，その御恩は山よりも高く，大海よりも
深いものです。お前たちも御恩に報いる気持ち
はあるでしょう。ところが今，執権北条義

よ し

時
と き

を
討
う

てという命令が，朝廷から出されました。名
め い

誉
よ

を重んじる者は，源氏三代の将軍が築き上げ
たものを守りなさい。上皇方につきたいと思う
者は，今すぐ申し出なさい。

　　　（『吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

』より一部要約）

一�　諸
し ょ

国
こ く

の守護の仕事は，御家人
の京都を守る義務を指揮・催

さ い

促
そ く

すること，謀
む

叛
ほ ん

や殺人などの犯
罪人をとりしまることである。�
� （第３条）
一�　地頭は荘園の年

ね ん

貢
ぐ

をさしおさ
えてはいけない。� （第５条）
一�　20年以上継

け い

続
ぞ く

してその地を
支配していれば，その者の所有
になる。� （第８条）

（一部要約）

  承久の乱と北条政子の言葉7

  御成敗式目10

学習した人物：源頼朝・源義経小学校

P.66

P.74~75

1

御　家　人
ご け にん

●
土
地
の
支
配
権
を
認
め
る

●
新
た
に
土
地
を
あ
た
え
る

●
守
護
や
地
頭
に
任
命
す
る

け
ん

み
と

し
ゅ 

ご

じ 

と
う

●
京
都
や
鎌
倉
を
警
備
す
る

●
戦
時
に
は
、将
軍
の
た
め
に

　
一族
を
率
い
て
戦
う

き
ょ
う
と

か
ま
く
ら

け
い 

び

将　軍
しょう ぐん

奉

　公

御

　恩

ご

お
ん

ほ
う

こ
う

1

3

4

源 

義
朝

よ
し
と
も

み
な
も
と
の

北
条
時
政
と
き
ま
さ

範
頼
の
り
よ
り

義
時
よ
し
と
き

よ
り
と
も

よ
し
つ
ね

ま
さ 

こ

泰
時

政
村

時
房

と
き
ふ
さ

時
宗

と
き
む
ね

師
時

も
ろ
と
き

貞
時

さ
だ
と
き

高
時

た
か
と
き

経
時

つ
ね
と
き

時
頼
と
き
よ
り

長
時

な
が
と
き

頼
家

よ
り
い
え

公
暁
く
ぎ
ょ
う

実
朝

さ
ね
と
も

ま
さ
む
ら

や
す
と
き

頼
朝

義
経

政
子

ほ
う
じ
ょ
う

北
条
氏

げ
ん

　
じ

源
氏

5

8

9

14

10

6

7

2

1

し
っ
け
ん

こ
ん
い
ん

婚
姻
関
係

　
　親子・兄
弟
関
係

太
字 

教
科
書
に
登
場
す
る
人
物

は
執
権
に
な
っ
た
順
序

は
将
軍
に
な
っ
た
順
序

1

1

23

だんのうら

壇ノ浦

　い　ず

伊豆

　き　そ

木曽　お　き

隠岐

かまくら

鎌倉
きょう と

京都

ひらいずみ

平泉

0 300km

鎌
倉

京
都

地
方

（
御
家
人
の
統
制
、軍
事
）

侍

　所

さ
む
ら
い

　

  

ど
こ
ろ

（
財
政
と
政
治
一
般
）

政

　所

ま
ん

　
　
ど
こ
ろ

い
っ
ぱ
ん

さ
い
ば
ん

ご

　
け  

に
ん

（
裁
判
）

問
注
所

も
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ

き
ょ
う  

と

か
ま
く
ら

け
い 

び

か
ん 

し

ち
ょ
う
て
い

ろ
く  

は   

ら  

た
ん 

だ
い

六
波
羅
探
題
（
京
都
の
警
備
、朝
廷
の
監
視
、

 

西
国
武
士
の
統
制
）

し
ゅ

　
　
　
ご

守

　護

（
国
内
の
軍
事
、警
察
と
御
家
人
の
統
制
）

（
荘
園
や
公
領
の
管
理
、年
貢
の
取
り
立
て
、

 

警
察
の
仕
事
） け

い
さ
つ

し
ょ
う
え
ん

ね
ん 

ぐ

じ

　
　
　
と
う

地

　頭

執権
しっけん

将 軍

源平の戦い・承久の
乱の関係地

 切
きり

通
ど お

し　山の一部を切
り開いて，鎌倉に通じる細い
道がつくられました。

3

幕府の建物があった場所

鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

7372

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

大正

安土
桃山

5

10

15

5

10

15

質の高い
学びや授業を
保証する

基本方針1

　歴史的分野における基本
的な用語について，平易な
言葉で解説しています。

連携コーナー
　小学校の学習や地理・
公民とのつながりを示し
ています。

小学校

　学習内容を掘り下げて，歴史
の学習を幅広くゆたかなものに
することができるコラムです。

歴史

デジタルマーク
　このマークのついた教材は，弊社ウェ
ブサイトにあるデジタル資料で，学習を
深めることができます。

基本用語
　この見開きのできごとが，
いつ，どのような順番で起
こったのかを確認できます。

小年表

時代・世紀のスケール
　学習している時代や世紀を，前後
の時代も含めて常に確認できます。

　資料を用いた活動を示すことで，
必要な情報の読み取りなどの技能
を高めることができるコーナーです。

1
導入資料

　見開きの学習内容の導入に
なる資料と，それに関係する
問いかけを設けています。

関心と意欲を引き出
す

4
　学習課題に対応し，学習内
容の理解を確かにする問いを
示しています。

1時間の学習をふり
返る

→P.72-73

2

　この見開きで何を学ぶかを
示します。この課題を考えなが
ら学習を進めていきます。

学習に見通しをもた
せる

何を学び，どう深めるか
授業や生徒の思考の流れに沿った構成

学習  課題

→本書 P.36 →本書 P.32

知識を活用して，
課題を考えたり，
解決したりできる紙面
になっています。

資料の活用や，
話し合いなどの
活動から深く学ん
でいけそうだね。

　本文は原則１授業時間を見開き２ページとし，この１時間で何を学ぶのか，どのようなことに着目
して学習を進めるのかを「学習課題」「見方・考え方」で明確に示しました。また，「見方・考え方」
を働かせながら考える問いである「深めよう」を示したほか，右ページの側注欄には学習課題に対応
した「確認」を設け，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を企図した学習活動を提示しました。

→本書 P.22

注目

　学習課題の解決に向けて手がかりに
なる主な見方・考え方の例を示して
います。 →本書 P.6-7

注目

　学習課題の理解を深めるため，見方・考
え方を働かせる問いを示しています。
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たい　　へい　　よう
太　平　洋

たい　　へい　　よう
太　平　洋たい　　せい　　よう

大　西　洋

よう
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第 3編　中世の日本と世界

地図で見る世界の動き

10～12世紀の
世界と日本

 イスファハーンにあるモス
ク（イラン）　11世紀に火災にあ
い，12～14世紀に再建されまし
た。そのため，さまざまな時代
の建築様式が用いられています。
世界遺産

3

 マヤの遺
い

跡
せ き

（メキシコ） 世界遺産1

 現在のベネチア（イタリア）　地中海
に面したベネチアは，遠

え ん

隔
か く

地
ち

との貿易を通
じて，商業が発達しました。 世界遺産

2  ヒンドゥー教の寺院（インド）　インド
の南部に成立したヒンドゥー教の王朝に
よって，11世紀ごろに建てられました。　
世界遺産

4

 宋の陶
とう

磁
じ

器
き

（中国）
　宋の時代には，陶磁器生産
がますます盛

さ か

んになりました。
陶磁器は，海上の交易を通じ
て，日本へもたらされました。

5

年代
時代

朝鮮

中国

主
な
で
き
ご
と

（
細
字
は
第
２
編
で
学
ん
だ
内
容
）

小
学
校
で
学
ん
だ

主
な
人
物
な
ど

1100年 1200年 1300年1000年 1400年 1500年

南宋宋 元 明

南北朝時代 戦国時代

高麗 朝鮮

平安時代 鎌倉時代 室町時代
平
氏
の
政
治

源
平
の
内
乱

東
北
地
方
で
二
度
の
乱

藤
原
氏
の
摂
関
政
治
の
全
盛

鎌
倉
幕
府
の
成
立

執
権
政
治

承
久
の
乱

元
寇

院
政
が
始
ま
る

鎌
倉
幕
府
滅
亡

建
武
の
新
政

足利義満
足利義政
雪舟平清盛

源頼朝
源義経

北条時宗

勘
合
貿
易

土
一
揆

応
仁
の
乱

山
城
国
一
揆

室
町
幕
府
の
成
立

（
南
北
朝
の
動
乱
）

南
北
朝
の
合
一

モ
ン
ゴ
ル
統
一

朝
鮮
建
国

琉
球
の
統
一

元との戦い

　西アジアでは，イスラム教を信
し ん

仰
こ う

する王朝が複数成
立し，南アジアでも，ヒンドゥー教（ P.171　）の王朝
が複数成立していました。東アジアでは，10世紀初
めに唐

と う

がほろぼされると，10世紀後半に宋
そ う

が国内を
統一しました。ヨーロッパのベネチアでは，貿易を通
じて商業が発達しました。
　この時代は，唐やイスラム帝

て い

国
こ く

などの強大な帝国が
ほろび，各地方でそれぞれの勢力が成長を見せた時代
でした。

1

各地の勢力の成長

中央アメリカ

ヨーロッパ 南アジア

西アジア

東アジア

イスラム教の礼
れ い

拝
は い

堂
ど う

キリスト教の大
だ い

聖
せ い

堂
ど う

平
たいらの

清
き よ

盛
も り

マヤ

フランス
神
し ん

聖
せ い

ローマ帝
て い

国
こ く

イ ス ラ ム 諸
し ょ

王
お う

朝
ちょう

東ローマ（ビザンツ）帝国

ヒンドゥー諸王朝

宋
そ う

高
こ う

麗
ら い

コ　  リョ

ベネチア

赤　道

ローマ

カイロ

エルサレム 大
だ

宰
ざい

府
ふ

鎌
かま

倉
くら

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

京
きょう

都
と

地図を見比べよう?
 P.38の地図と比べて，西アジアやヨーロッパはどの
ように変わったのかを確認しましょう。

 

第
３
編
「
中
世
の
日
本
と
世
界
」
の
動
き

66 67

生徒自らが
学びに
動き出す

基本方針2

導入からまとめまでの流
れは各編で共通です。
こうした学習をくり返す
ことで，通史の理解を確

かにします。

←P.64-65

→P.66-67

↑P.104-105

古代と中世の絵を見比べよう
1 4の絵を見て，それぞれの特

と く

徴
ちょう

やちがいを読
み取り，話し合ってみましょう。（ P.308絵画
資料の見方）

・館
やかた

の門や庭のようすにちがいはないでしょうか。
・それぞれの建物の役

や く

割
わ り

は何でしょうか。
・人々は，どのような服を着ているでしょうか。
・人々は何をしているのでしょうか。

?

第 3編　中世の日本と世界

 鎌倉時代の武士の館（一
いっ

遍
ぺん

上
しょう

人
にん

絵伝　神奈川県　
清
しょう

浄
じょう

光
こう

寺
じ

〈遊
ゆ

行
ぎょう

寺
じ

〉蔵）　 13世紀末にかかれた筑
ち く

前
ぜんの

国
くに

（福
ふ く

岡
おか

県）の武士の館です。国宝

4

 現在も行われる蹴
け

鞠
まり

（京
きょう

都
と

市　
下
し も

鴨
がも

神社）
2

 現在も行わ
れる流

や ぶ さ め

鏑馬（神
か

奈
な

川
がわ

県鎌
か ま

倉
く ら

市　鶴
つるが

岡
おか

八
は ち

幡
まん

宮
ぐう

） 

3

第   編3 中世の日本と世界
　平

へい
安
あん
時代の貴

き
族
ぞく
の屋

や
敷
しき
と鎌

かま
倉
くら
時代の武士の館のようすを比べて，どこがちがうか，ど

うしてちがうのか，この単元ではそのなぞを解いていきましょう。
　そして，「中世」とはどのような時代か，中世の日本はどのような新しいしくみをつ
くりあげようとしたのかなど，自分の言葉で説明できることをめざしましょう。

めあて

0 300km

 平安時代の上
じょう

皇
こう

の御
ご

所
し ょ

（年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

絵
え

巻
まき

　個人蔵）

　御所の庭で開かれる舞
ま い

のようすです。寝
し ん

殿
で ん

の廊
ろ う

下
か

や庭には貴
き

族
ぞ く

や官人がならんでいます。

1

それぞれ，古代と中
世を起

き

源
げ ん

にもつ伝統
行事です。どのよう
な印象をもちますか。

平
へい

安
あん

京
きょう

1 2

筑
ち く

前
ぜんの

国
くに

4

鎌
か ま

倉
く ら

3

西中門

寝殿

64 65

各時代の学習
第   　 編2～6

　この時代の学習で何ができるようになればよいのかを，「めあて」で明らかにしています。また，世界地図や年表を
使って，これから学ぶ時代を概観することができます。

　「学習の整理と活用」では，左ページに設けた年表と地図を使って学習の振り返りができるようにしました。右ページ
に設けた「アクティビティ」では，習得した知識を関連させて時代の特色をとらえる課題学習を示しました。

もっと知りたく，考えたくなる
主体的・対話的で深い学びの実現

本書P.24-27で，
第４編の導入図版も
ご覧いただけます。

　資料の読み取りか
ら導き出された，この
単元の学習の「めあ
て」が明確に示されて
います。

　年表と世界地図
を使って，時間軸
と空間軸から時代
を概観します。

　資料から前後の時代を
比較することができます。

古代と中世の主な法
にどのような特色が
あるのでしょうか。

▶巻
か ん

末
ま つ

の年表やP.62，
104の年表などを利用
して，右の表の 1～ 3

のあいているところを
埋

う

めましょう。

ステップ1

なぜ，これらの法は
つくられたのでしょ
うか。

▶法がつくられた目的
を 4の欄

ら ん

に整理しまし
ょう。

ステップ2

第   編3 とらえよう！「中世の日本と世界」の特色
学習の整理と活用

中世の特色を説明し
ましょう。

▶ステップ1・2の作
業を通して，中世はど
のような人々が力をも
ち，それがどのように
変化していったのかを
考え，その特色を文章
にまとめましょう。

ステップ3

▼学習の流れ

▼「法」に着目して，中世の特色にせまろうアクティビティ

第 3編　中世の日本と世界

その当時の社会が，
どのような状

じょう

況
きょう

だったのかを確
か く

認
に ん

しながら，法の目
的を考えるとわか
りやすいね。

　各時代に定められたきまりや法をみると，政治や社会など，それぞれの時代の特色を知
ることができます。ここでは，中世に定められた主な「法」に着目し，古代と比

ひ

較
か く

しなが
ら，中世の特色を考えていきましょう。

1 時代 2 制定された主な法 3 法の内容 4 目的

古
　代

飛
あ す か

鳥時代

十七条の憲
け ん

法
ぽ う

大
た い

宝
ほ う

律
り つ

令
りょう

奈
な

良
ら

時代 墾
こ ん

田
でん

永
え い

年
ね ん

私
し

財
ざ い

法
ほ う

中
　世

■年表と地図でふり返ろう

中国

朝鮮

年代
時代

日
本
の
動
き

政
治

経
済
・
社
会

文
化

❶ や ❷

❸

❹

❺

南北朝時代 戦国時代平安時代 鎌倉時代 室町時代

の政治 の政治

1100年 1200年 1300年 1400年 1500年

宋 南宋 元 明

朝鮮高麗

保
元
の
乱
・
平
治
の
乱

平
氏
の
政
治

　
日
宋
貿
易

執
権
政
治

承
久
の
乱

御
成
敗
式
目

元
寇

徳
政
令

鎌
倉
幕
府
の
お
と
ろ
え

勘
合
貿
易

土
一
揆

山
城
国
一
揆

一
向
一
揆

戦
国
大
名
の
成
長

分
国
法

倭
寇
南
北
朝
の
動
乱

建
武
の
新
政

室
町
幕
府
の
成
立

南
北
朝
の
合
一

応
仁
の
乱

院
政
の
成
立

鎌
倉
幕
府
の
成
立

商
工
業
者
の

成
長

二
毛
作
・
商
品
作
物

貨
幣
の
流
通
・
定
期
市

農
業
と
商
業
の
発
達

武
士
の
成
長

源
平
の
内
乱

　
↓
平
氏
の
滅
亡

守
護
・
地
頭

守
護
大
名

下
剋
上

ア
イ
ヌ
民
族
や
琉
球

王
国
と
の
交
易

都
市
や
村（
惣
）

の
自
治
ー
お
き
て

都
市
と
交
通

の
発
達

座
・
特
産
物

書
院
造

銀
閣
狂
言
お
伽
草
子

金
閣
・
能

新
し
い
仏
教

武
士
の
文
化 につなが

る文化

鎌
倉
文
化 室

町
文
化

の成長

の文化の融合公家と

モンゴル民族の統一

明の成立

宋の成立

元の成立

朝鮮の成立
日宋貿易

加賀の一向一揆

平氏がほろぶ
堺の自治，勘合貿易勘合貿易

琉球の統一，中継貿易

鎌倉幕府の成立

アイヌ民族のまとまり

南北朝の合一

院政の成立

建武の新政，室町幕府の成立
平氏の政治，承久の乱

応仁の乱，山城国一揆元寇

かまくらばく ふ

か 　が

にっそうぼうえき

げんこう

みん

そう

げん

なんぼくちょう

ちょうせん

いっこういっ き

いんせい

けん む むろまち

おうにん

かんごうさかい

りゅうきゅう なかつぎ

やましろのくに

じょうきゅう

1日本の「政治」「経済・社会」
「文化」の動きに着目して，●❶～
●❺の　にあてはまる言葉を考え
ましょう。
2 P.62の古代の「政治や社会」
「文化」と比べて，中心となった
人々や地

ち

域
い き

のちがいや共通点を
考えましょう。

■□

1中世の政治の中心地と，その
移り変わりを確

か く

認
に ん

しましょう。
2中世のつながりの深い国を確
認して，日本はそれらの国とどの
ような関係を築いていたか，説明
しましょう。

年表を使って

地図を使って

自分で解いたあと，P.317で❶～❺の解答例を確認しましょう。

私が考える「中世」の特色

105104

アクティビティ

　「アクティビティ」に
取り組むことで，「めあて」
に対する学びの成果を確
認し，自己の成長を実感
できます。

学習の振り返りができます！チャレンジ歴史
まとめページ

本文 本文
→本書 P.12-13→本書 P.8-9

学習の見通しが立てられます！
導入ページ

注目

注目

　 比較 や 推移 など
の適切な「見方・考
え方」を働かせて，時
代の特色をとらえるこ
とができます。

注目
注目

注目
→P.63  「文字の変化」に着目して，古代までの特色にせまろう 

→P.105  「法」に着目して，中世の特色にせまろう 

→P.157  「幕府の収入」に着目して，近世の特色にせまろう 

→P.219  　　　明治政府の「政策」から，近代（前半）の特色にせまろう

→P.259  　　　「戦争」に着目して，近代（後半）の特色にせまろう

→P.297  「復興と成長の源」に着目して，現代の特色にせまろう

「アクティビティ」一覧 働かせている主な
「見方・考え方」

比較

比較

比較

比較

比較

推移

推移

つながり

　各時代の学習では，生徒が学習のめあてを明らかにし，関心と意欲をもって取り組めるように豊富
な写真資料を用いるなど「導入」を充実させています。続く「本文」では，「見方・考え方」「深めよ
う」を活用することで生徒の理解を助け，第２編から第５編第２章までの各編（章）には「チャレンジ
歴史」を設定しました（→本書P.12-13）。また，「導入」に対応する「まとめ」としての「アクティ
ビティ」で，生徒は着実に各時代の特色の理解を深めることができます。

第2編

第3編

第4編

第5編 第1章

第5編 第2章

第6編

比較推移

10 11



第 2編　古代までの日本と世界

　2012（平成24）年11月，群
ぐ ん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市にある金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から，1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の人の骨
ほ ね

が発見されました。鉄
製のよろいを着て，榛

は る

名
な

山
さ ん

に向かって祈
い の

るかのように伏
ふ

せて
いたこの人物は，どのような人だったのでしょうか。

　榛名山の噴
ふん

火
か

で起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

にうもれた遺跡から，よろいを着た人物のほか，3人（成人女性・幼
よう

児
じ

・乳
にゅう

児
じ

）の人骨や多くの人の足あと，
鉄製の矢じりや矛

ほ こ

，馬具などが発見されました。竪
た て

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと，円
えん

墳
ぷ ん

なども見つかり，古墳時代のムラのようすがうかがえます。

（ 1 3 は，群馬県立歴史博物館提供）

（上
じょう

毛
もう

新聞　2012年12月11日） （以下，明記する以外の写真は，群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

）

よろいを着た人
じ ん

骨
こ つ

の出土を伝える新聞資料1

金井東裏遺跡の位置資料2

よろいを着た人物についてわかったこと資料4

他の3人の人物についてわかったこと資料5

●40代の男性。身長は164cm。
●面

おも

長
な が

の顔立ち 
●  幼

おさな

いころは，群馬県より西の地
ち

域
い き

でくらしていた。
●  よろいは，朝

ちょう

鮮
せ ん

半島から伝わった最
新のもので，小さな鉄板をひもでつ
なぎ合わせ，動きやすく騎

き

馬
ば

に適し
たもの。これは，大型の前方後円
墳にほうむられた人に副

ふく

葬
そ う

される
ほどの，当時ではたいへん貴

き

重
ちょう

なよ
ろいだった。

1

2

●  ６世紀初めの榛名山の噴
ふん

火
か

でつもった火
か

山
ざん

灰
ば い

にうもれていた。
●  榛名山の方を向いて，両ひざをつき，顔の下にかぶとを置い
てうつ伏せにたおれていた。

●  身体の近く
から，鉄の
矢じりのほ
か，儀

ぎ

式
し き

に
用いる飾

か ざ

り
の多い矛が
発見された。

2

●  3人とも，よろいを着た人物と同じ時期の火山灰にうもれていた。
●女性は頭を榛名山とは反対の東側に向けて，うつ伏せにたおれていた。
●  首元からガラス小玉（ 4）と管

くだ

玉
たま

（ 5）が発見され，首飾りをしていた
と考えられる。

1

3

4 5

西

南

東

北

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物は，
ムラのなかでどのよ
うな立場にあった人
なのでしょうか。

▶資料1〜4 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ1

近くから女性1体 , 
子ども２体の骨も発
見されました。よろ
いを着た人物とどの
ような関係にあった
のでしょうか。

▶資料1〜5 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ2

▼学習の流れ

歴史

渋
川
・
金
井
東
裏
遺
跡
で
出
土
�
６
世
紀
初
頭

�
面
に
小
選
挙
区
ル
ポ

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

∂
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∂
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∂
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∂
∂
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∂
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∂
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∂
∂
∂
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

敦賀原発廃炉の公算

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

日本原子力発電敦賀原

発の原子炉直下にある断

層を審議する原子力規制委員会の

評価会合が�日開かれ、専門家は

「活断層である可能性が高い」と

の見解で一致。原電は廃炉を迫ら

れる可能性が高くなった。

比例投票先�自民堅調続く�２�
ミサイル予告期間を延長�３�
小沢昭一さんが死去�３���
ルネサスに2000億円出資�６�
前工高跡の太陽光は白紙���

二
年
生

か
け
ざ
ん
早
く

や
り
た
い
な

（
伊
勢
崎
赤
堀
東
小
２
年

あ
ら
い

ゆ
づ
き
）

☆
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
の

で
す
。
大
人
は
、
そ
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
た
い
も
の
。
（
鈴
）

ユニセフが発足
1946�昭和��年

非核三原則表明
1967�昭和��年

�月�日
第１回国連総会の決議で国際児童

緊急基金（ユニセフ）が設立された。

第２次大戦で荒廃した地域の児童に

食料や医薬品を援助する活動が中心

だったが、復興とともに重点は発展

途上国に。東日本大震災で日本も半

世紀ぶりに援助を受けた。

佐藤栄作首相が衆院予算委員会で

「核兵器は保有しない、製造しない、

持ち込まない」と答弁、非核三原則

を表明した。�年、国会でも決議。

首相はノーベル平和賞を受けたが、

核搭載艦の一時寄港などは認める日

米密約が後に明るみに出た。

「
１
円
を
笑
う
者

は
１
円
に
泣
く
」
と

い
う
が
、
松
本
清
張

の
短
編
�
百
円
硬
貨
�

は
１
枚
の
百
円
玉
に

泣
く
犯
罪
の
話
で
あ

る
。
勤
め
先
の
銀
行
か
ら
３
千

万
円
を
持
ち
逃
げ
し
て
、
男
の

も
と
へ
向
か
う
女
子
行
員
が
主

人
公
▼
公
衆
電
話
で
男
に
連
絡

を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
市

外
扱
い
の
た
め
百
円
玉
が
必
要

に
な
る
。だ
が
手
持
ち
に
な
く
、

一
万
円
札
も
な
か
な
か
く
ず
せ

な
い
�
そ
こ
で
女
は
…
�
結
末
は

伏
せ
る
が
、
終
盤
は
百
円
玉
が

一
気
に
存
在
感
を
増
す
▼
き
ょ

う
は
百
円
玉
の
誕
生
日
だ
。
１

９
５
７
年
に
初
登
場
し
て
か
ら

�
年
に
な
る
。
初
代
は
鳳

ほ
う

凰お
う

が

刻
ま
れ
銀
�
％
�
銅
�
％
�
亜
鉛

�
％
の
銀
貨
だ
っ
た
。
２
年
後

に
出
た
２
代
目
も
銀
貨
だ
が
、

図
柄
は
稲
穂
に
変
わ
っ
た
▼
国

家
公
務
員
の
初
任
給
が
９
千
〜

１
万
円
の
時
代
。
週
刊
誌
ブ
ー

ム
が
幕
を
開
け
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
、
１
冊
�
円
の
定
価
か
ら

「
三
十
円
文
化
」
と
も
い
わ
れ

た
。
現
在
の
白
銅
貨
の
百
円
玉

は
３
代
目
で
、
�
年
に
発
行
さ

れ
た
▼
本
社
と
共
同
通
信
社
の

衆
院
選
世
論
調
査
で
、
重
視
す

る
争
点
は
�
経
済
対
策
�
が
各
年

代
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
�
�
消
費

税
増
税
」
は
�
代
を
除
く
各
年

代
で
２
番
目
に
高
か
っ
た
（
７

日
付
本
紙
�
�
生
活
へ
の
先
行
き

不
安
感
が
透
け
て
見
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
る
▼
来
月
か
ら
は

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に

充
て
る
た
め
、
所
得
税
額
に
対

し
て
�
復
興
特
別
所
得
税
�
と
し

て
２
・
１
％
が
課
税
さ
れ
る
。

直
径
�
・
６
㍉
、
重
さ
４
・
８

㌘
の
小
さ
な
百
円
玉
は
実
生
活

で
も
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

２
０
１
２
・
�
・
�

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

教
育
長
に
田
中
氏

藤
岡
市
教
委

藤
岡
市
教
育
委
員
会
は
９

日
、
臨
時
会
を
開
き
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た
針
谷
章
前
教
育

長
の
後
任
に
、
前
市
教
委
副
部

長
の
田
中
政
文
氏
�
�
�
�
同
市

藤
岡
�
を
互
選
し
た
。
任
期
は

９
日
か
ら
２
０
１
６
年
�
月
８

日
ま
で
の
４
年
間
。

田
中
氏
は
鬼
石
北
小
校
長
や

市
教
委
学
校
教
育
課
長
な
ど
を

歴
任
。
こ
と
し
４
月
か
ら
市
教

委
副
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、

８
日
付
で
退
職
し
、
９
日
の
臨

時
会
直
前
に
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
た
。埼
玉
大
教
育
学
部
卒
。

田中政文氏

榛
名
噴
火
被
災
の
首
長
か

特
別
委
員
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
�

日
、
衆
院
選
期
日
前
投
票
の
中

間
状
況
（
５
〜
９
日
ま
で
の
５

日
間
）
を
発
表
し
た
。
投
票
し

た
の
は
３
万
１
１
７
９
人
で
、

前
回
２
０
０
９
年
衆
院
選
の
同

期
間
比
で
�
・
５
％
（
５
２
６

９
人
）
減
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
区
別
は
１
区
５
３
５
４

人
（
�
・
８
％
減
）
、
２
区
６

２
７
８
人
（
�
・
３
％
減
）
、

３
区
６
７
８
３
人
（
�
・
２
％

減
）
、
４
区
５
６
５
６
人
（
�

・
１
％
減
）
、
５
区
７
１
０
８

人
（
８
・
３
％
減
）
と
な
り
、

全
選
挙
区
で
減
少
し
た
。

市
町
村
別
で
最
も
減
少
幅
が

大
き
い
の
は
南
牧
村
の
�
・
７

％
減
、
反
対
に
最
も
増
え
た
の

は
片
品
村
の
�
・
１
％
増
だ
っ

た
。
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金
井
東
裏
遺
跡

直

径
が
約
�
㌔
の
大
型
火

山
・
榛
名
山
の
北
東
に
位
置
す
る
縄

文
時
代
〜
中
近
世
の
遺
跡
。
榛
名
山

は
６
世
紀
に
２
回
大
噴
火
し
て
お

り
、
こ
と
し
９
月
か
ら
の
発
掘
調
査

で
、
火
山
灰
な
ど
に
埋
も
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
１
回

目
の
噴
火
は
６
世
紀
初
め
で
、
一
帯

を
火
砕
流
が
直
撃
。
火
山
灰
層
の
下

に
、
５
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
や
畑

が
埋
も
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
馬
の

放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
６

世
紀
中
ご
ろ
に
榛
名
山
が
再
噴
火
。

降
り
注
い
だ
軽
石
の
層
は
、
厚
さ
約

２
㍍
分
に
達
し
た
。

未
来
・
森
副
代
表

応
援
演
説
で
来
県

き
ょ
う
前
橋
�
太
田

日
本
未
来
の
党
の
森
裕
子
副

代
表
が
�
日
、
衆
院
１
、
３
区

か
ら
立
候
補
し
て
い
る
党
公
認

候
補
の
応
援
演
説
の
た
め
本
県

入
り
す
る
。

前
橋
市
で
は
午
後
２
時
す
ぎ

か
ら
本
町
１
丁
目
交
差
点
付

近
、
同
３
時
か
ら
上
泉
町
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で
、
太

田
市
で
は
同
４
時
す
ぎ
か
ら
宝

町
の
公
園
と
同
５
時
す
ぎ
か
ら

東
武
太
田
駅
南
口
で
そ
れ
ぞ
れ

街
頭
演
説
す
る
。

金井東裏遺跡で出土した、胴体部分に鎧を着

けうつぶせになった古俌時代の人骨。左上の

頭骨部の右下には腕骨が、鎧の右側には大腿

骨の一部が見える＝渋川市金井
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⇒
関
連
記
事

�
�
�
面

古
俌
時
代
の
鉄
製
鎧

よ
ろ
い

を
身
に
着
け
た
状
態
で
、
６
世
紀
初
頭
の
榛
名
山
二
ツ
岳
の
火
山
灰

層
に
埋
も
れ
た
人
骨
１
体
が
、
渋
川
市
金
井
の
金
井
東

ひ
が
し

裏う
ら

遺
跡
�

�
か
ら
見
つ
か
っ

た
。
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
が
�
日
、
発
表
し
た
。
骨
が
残
り
に
く
い
火
山
噴
出
物
層
か

ら
古
俌
時
代
の
被
災
人
骨
が
出
土
し
た
例
は
な
く
、
鎧
を
着
け
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
の
も
全

国
で
初
め
て
。人
骨
は
首
長
層
と
み
ら
れ
、噴
火
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

事
業
団
は
「
考
古
学
史
上
ま
れ
に
み
る
発
見
」
と
し
て
お
り
、
火
山
の
噴
火
と
い
う
大
災
害
に

直
面
し
た
古
代
の
生
活
を
解
明
す
る
一
級
の
史
料
に
な
り
そ
う
だ
。

期
日
前
投
票
����
％
減
県
内
衆
院
選

中

間

状

況

因
果
関
係
は
否
定

関越道バス事故

名
義
貸
し
で
前
橋
地
裁
判
決

藤
岡
市
の
関
越
道
で
乗
客
７

人
が
死
亡
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ

ス
事
故
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

運
転
手
に
バ
ス
事
業
者
の
名
義

を
貸
し
た
な
ど
と
し
て
道
路
運

送
法
違
反
�
名
義
貸
し
�
な
ど
の

罪
に
問
わ
れ
た
千
葉
県
印
西
市

の
バ
ス
会
社
「
陸
援
隊
」
‖
事

業
許
可
取
り
消
し
‖
社
長
、
針は

り

生う

裕
美
秀
被
告
�
�
�
の
判
決
公

判
が
�
日
、
前
橋
地
裁
で
あ
っ

た
。
吉
井
広
幸
裁
判
官
は
事
故

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
「
因
果

関
係
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
難

し
い
」
と
否
定
し
た
上
で
、
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
５
年
、
罰

金
１
６
０
万
円
（
求
刑
・
懲
役

４
年
、
罰
金
２
０
０
万
円
）
を

言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
吉
井
裁
判
官

は
、
名
義
貸
し
自
体
に
つ
い
て

は
「
許
可
事
業
者
と
し
て
の
自

覚
を
欠
き
、
刑
事
責
任
は
軽
視

で
き
な
い
」
と
非
難
。
法
人
と

し
て
の
陸
援
隊
に
も
罰
金
１
６

０
万
円
（
求
刑
・
罰
金
２
０
０

万
円
）
を
言
い
渡
し
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
名
義
貸
し

な
ど
が

バ
ス
事
故
に
も
つ
な

が
っ
た

と
す
る
検
察
側
の
主

張
に
つ
い
て
は
「
因
果
関
係
を

認
め
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
を

も
っ
て

刑
事
責
任
を
重
く
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
退
け

た
。判

決
の
言
い
渡
し
後
、
吉
井

裁
判
官
は
「
民
事
上
の
責
任
な

ど
課
題
は
残
っ
て
い
る
。
遺
族

や
被
害
者
に
誠
意
を
持
っ
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い
」
と
針
生
被

告
に
声
を
掛
け
た
。

針
生
被
告
は
裁
判
終
了
後
、

記
者
団
の
取
材
に
応
じ
「
ご
遺

族
や
被
害
者
に
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
一
軒
一
軒
訪

ね
た
い
」
と
話
し
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、
針
生

被
告
は
昨
年
８
月
か
ら
こ
と
し

４
月
ま
で
の
間
、
運
転
手
の
河

野
化
山
被
告
�
�
�
‖
自
動
車
運

転
過
失
致
死
傷
罪
な
ど
で
起
訴

‖
が
自
ら
所
有
す
る
バ
ス
４
台

を
使
っ
て
無
許
可
営
業
を
す
る

と
知
り
な
が
ら
、
国
の
許
可
を

受
け
た
バ
ス
事
業
者
と
し
て
の

陸
援
隊
の
名
義
を
河
野
被
告
に

貸
す
な
ど
し
た
。

鉄
製
の
鎧
を
着
け
た
人
骨

は
、
右
膝
を
立
て
、
う
つ
ぶ
せ

の
状
態
で
、
厚
さ
約
�
㌢
の
火

山
灰
に
覆
わ
れ
た
溝
か
ら
見
つ

か
っ
た
。
後
頭
部
と
右
太
も
も

の
付
け
根
の
骨
は
火
砕
流
層
に

の
み
込
ま
れ
、欠
損
し
て
い
る
。

事
業
団
は
、
骨
格
の
発
達
状
況

や
太
も
も
の
骨
の
大
き
さ
か
ら

成
人
男
性
と
断
定
。
火
砕
流
に

巻
き
込
ま
れ
、
膝
立
ち
の
姿
勢

か
ら
前
方
に
倒
れ
て
死
亡
し
た

と
推
定
し
て
い
る
。

か
ぶ
と
や
肩
、
脚
の
部
分
の

鎧
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
横

幅
約
�
㌢
の
胴
部
分
の
み
着
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。鎧
は「
小こ

札ざ
ね

甲
よ
ろ
い

」
と
呼
ば
れ
、
首
長
層

や
そ
れ
に
次
ぐ
有
力
者
の
古
俌

か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
鎧
を
着
け
て
い
た
人
骨
も
首

長
層
と
み
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
全
身
が
残
っ
た
こ
の
人

骨
の
近
く
か
ら
は
、
生
後
１
年

に
満
た
な
い
乳
児
の
頭
の
骨
と

別
の
胴
部
の
鎧
１
点
、
鉄
製
の

矢
尻
十
数
本
も
見
つ
か
っ
て
い

る
。酸

性
度
が
強
い
火
山
灰
層
に

埋
も
れ
た
古
俌
時
代
の
骨
は
通

常
、
残
ら
な
い
。
骨
が
良
好
な

状
態
で
出
土
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
事
業
団
は
「
砂
の
粒
が
細

か
く
保
湿
性
が
高
い
地
層
の
た

め
、奇
跡
的
に
人
骨
が
残
っ
た
」

と
説
明
。
鎧
や
矢
尻
と
と
も
に

見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
首
長

は
政
治
や
軍
事
、
祭さ

い

祀し

を
つ
か

さ
ど
る
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。（
火

山
災
害
を
も
た
ら
す
）
山
の
神

の
怒
り
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て

い
て
火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。

人
骨
の
考
古
学
研
究
が
専
門

の
九
州
大
大
学
院
の
田
中
良
之

教
授
�
�
�
は
「
埋
葬
さ
れ
た
状

態
で
の
出
土
で
は
な
い
た
め
、

鎧
の
使
い
方
や
被
災
状
況
が
か

な
り
忠
実
に
分
か
る
。
（
未
確

認
の
）
手
に
は
何
ら
か
の
武
器

を
持
っ
て
い
る
は
ず
」と
指
摘
。

顔
面
の
骨
か
ら
復
元
で
き
る
顔

つ
き
や
持
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
武
器
な
ど
か
ら
、
「
被
災

男
性
の
人
物
像
を
よ
り
鮮
明
に

で
き
る
」
と
み
て
い
る
。

今
回
の
出
土
を
受
け
大
沢
正

明
知
事
は
「
本
県
に
は
ま
だ
ま

だ
眠
っ
て
い
る
歴
史
資
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
思
い
を
強

く
し
た
。
本
県
の
歴
史
文
化
遺

産
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発

信
す
る
努
力
を
続
け
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
遺
跡
は
上
信
自
動
車
道
・

国
道
３
５
３
号
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
い
、
事
業
団
が
こ
と
し

９
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
調

査
。
見
つ
か
っ
た
人
骨
は
現
場

か
ら
搬
出
し
保
存
、
調
査
研
究

を
進
め
る
。
�
日
午
前
�
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
一
般
向
け

に
現
地
を
公
開
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
事
業
団
（
☎
０
２
７
９

・
５
２
・
２
５
１
１
）
へ
。
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（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

（１） 明治20年創刊 ������� ����� （日刊）(平成２４年)�����������

火曜日

20m0

よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

人物の特
とく

徴
ちょう

発掘されたときの状況

●30代の女性。身長は144cm。顔は，あごが張り鼻の幅
はば

が広い。
●  よろいを着た人物と同じで，幼いころは群馬県より西の地域でくらして
いたが，血

け つ

縁
え ん

関係はない。出産した経験がある。
●幼児は5歳ぐらい。乳児は生後数か月。いずれも性別は不明。

3

人物の特徴

発掘されたときの状況

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！ 
よろいを着た人物のなぞを解こう 

金井東裏遺跡の発
は っ

掘
く つ

状
じょう

況
きょう

資料3

2
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●  よろいを着た人物が発見された溝に沿っ
た道から，子どもや大人の足あとがたくさ
ん見つかりました。榛名山に背

せ

を向けて
東に向かっています。

●  ほとんどがはだしで，踏
ふ

みしめるように歩
いていたことがわかります。人を背負っ
たり，荷物を持ったりしていたことが推

す い

定
て い

されます。

溝
みぞ

に沿
そ

ったり交差したりする道

人間のほか，馬の蹄
ひづめ

あとも見
つかりました。群

ぐ ん

馬
ま

県は，馬
具の出土量が日本で最も多く，
人々が高度な鉄製品の
加工技術をもっていた
ことがわかります。

発
は っ

掘
く つ

された人々の足あと資料6

よろいを着た人や金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

の人々の
当時の状

じょう

況
きょう

を明らか
にしましょう。

▶一人だけ榛
は る

名
な

山
さん

の方
を向いてたおれていた
よろいを着た人物は，
どのような人で，何を
していたのでしょうか。
　そして， 資料1 の新
聞の にあて
はまる人物紹

しょう

介
か い

の見出
しを考え，みんなで意
見を出し合いましょう。

人
じ ん

骨
こ つ

は4体だけだっ
た一方，同じ火

か

山
ざ ん

灰
ば い

の面には多くの足あ
とが同じ方に向かっ
ていました。どのよ
うな人たちなので
しょうか。

▶たくさんの足あとか
ら，当時の人々の行動
を考えましょう。

▼学習の流れ

ステップ3

ステップ4
私が解いた「よろいを着た人物」のなぞ

1 「よろいを着た人物」とは

2 私が考えた新聞の見出し

か!?

（�「矛
ほこ

」「甲
よろい

を着た古
こ

墳
ふん

人」復元像所蔵：群馬県立歴史博物館，� �
画像加工・提

てい

供
きょう

：群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団）
よろいを着た人の復元資料7

よろいを着た群馬県の
マスコット「ぐんまちゃん」
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　2012（平成24）年11月，群
ぐ ん

馬
ま

県渋
し ぶ

川
か わ

市にある金
か な

井
い

東
ひがし

裏
う ら

遺
い

跡
せ き

から，1500年前の古
こ

墳
ふ ん

時代の人の骨
ほ ね

が発見されました。鉄
製のよろいを着て，榛

は る

名
な

山
さ ん

に向かって祈
い の

るかのように伏
ふ

せて
いたこの人物は，どのような人だったのでしょうか。

　榛名山の噴
ふん

火
か

で起きた火
か

砕
さ い

流
りゅう

にうもれた遺跡から，よろいを着た人物のほか，3人（成人女性・幼
よう

児
じ

・乳
にゅう

児
じ

）の人骨や多くの人の足あと，
鉄製の矢じりや矛

ほ こ

，馬具などが発見されました。竪
た て

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

や畑のあと，円
えん

墳
ぷ ん

なども見つかり，古墳時代のムラのようすがうかがえます。

（ 1 3 は，群馬県立歴史博物館提供）

（上
じょう

毛
もう

新聞　2012年12月11日） （以下，明記する以外の写真は，群馬県埋
まい

蔵
ぞう

文化財調査事業団提
てい

供
きょう

）

よろいを着た人
じ ん

骨
こ つ

の出土を伝える新聞資料1

金井東裏遺跡の位置資料2

よろいを着た人物についてわかったこと資料4

他の3人の人物についてわかったこと資料5

●40代の男性。身長は164cm。
●面

おも

長
な が

の顔立ち 
●  幼

おさな

いころは，群馬県より西の地
ち

域
い き

でくらしていた。
●  よろいは，朝

ちょう

鮮
せ ん

半島から伝わった最
新のもので，小さな鉄板をひもでつ
なぎ合わせ，動きやすく騎

き

馬
ば

に適し
たもの。これは，大型の前方後円
墳にほうむられた人に副

ふく

葬
そ う

される
ほどの，当時ではたいへん貴

き

重
ちょう

なよ
ろいだった。

1

2

●  ６世紀初めの榛名山の噴
ふん

火
か

でつもった火
か

山
ざん

灰
ば い

にうもれていた。
●  榛名山の方を向いて，両ひざをつき，顔の下にかぶとを置い
てうつ伏せにたおれていた。

●  身体の近く
から，鉄の
矢じりのほ
か，儀

ぎ

式
し き

に
用いる飾

か ざ

り
の多い矛が
発見された。

2

●  3人とも，よろいを着た人物と同じ時期の火山灰にうもれていた。
●女性は頭を榛名山とは反対の東側に向けて，うつ伏せにたおれていた。
●  首元からガラス小玉（ 4）と管

くだ

玉
たま

（ 5）が発見され，首飾りをしていた
と考えられる。

1

3

4 5

西

南

東

北

800
600
400
200
0

m
1200
1000

標高

火砕流が厚く
堆積した地域
火砕流の
到達範囲

榛名山

金井東裏遺跡

利
根
川

吾
妻
川

かさいりゅう あつ

たいせき ち いき

とうたつはんい

かなかないひがしうらいせき

はるな

と

ね

あ
が
つ
ま

5km0

R202_03tl_02
金井東裏遺跡の位置

よろいを着た人物は，
ムラのなかでどのよ
うな立場にあった人
なのでしょうか。

▶資料1〜4 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ1

近くから女性1体 , 
子ども２体の骨も発
見されました。よろ
いを着た人物とどの
ような関係にあった
のでしょうか。

▶資料1〜5 から，これ
までの発掘と研究成果
を学びましょう。

ステップ2

▼学習の流れ

歴史

渋
川
・
金
井
東
裏
遺
跡
で
出
土
�
６
世
紀
初
頭

�
面
に
小
選
挙
区
ル
ポ

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

敦賀原発廃炉の公算

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

日本原子力発電敦賀原

発の原子炉直下にある断

層を審議する原子力規制委員会の

評価会合が�日開かれ、専門家は

「活断層である可能性が高い」と

の見解で一致。原電は廃炉を迫ら

れる可能性が高くなった。

比例投票先�自民堅調続く�２�
ミサイル予告期間を延長�３�
小沢昭一さんが死去�３���
ルネサスに2000億円出資�６�
前工高跡の太陽光は白紙���

二
年
生

か
け
ざ
ん
早
く

や
り
た
い
な

（
伊
勢
崎
赤
堀
東
小
２
年

あ
ら
い

ゆ
づ
き
）

☆
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
む
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
の

で
す
。
大
人
は
、
そ
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
た
い
も
の
。
（
鈴
）

ユニセフが発足
1946�昭和��年

非核三原則表明
1967�昭和��年

�月�日
第１回国連総会の決議で国際児童

緊急基金（ユニセフ）が設立された。

第２次大戦で荒廃した地域の児童に

食料や医薬品を援助する活動が中心

だったが、復興とともに重点は発展

途上国に。東日本大震災で日本も半

世紀ぶりに援助を受けた。

佐藤栄作首相が衆院予算委員会で

「核兵器は保有しない、製造しない、

持ち込まない」と答弁、非核三原則

を表明した。�年、国会でも決議。

首相はノーベル平和賞を受けたが、

核搭載艦の一時寄港などは認める日

米密約が後に明るみに出た。

「
１
円
を
笑
う
者

は
１
円
に
泣
く
」
と

い
う
が
、
松
本
清
張

の
短
編
�
百
円
硬
貨
�

は
１
枚
の
百
円
玉
に

泣
く
犯
罪
の
話
で
あ

る
。
勤
め
先
の
銀
行
か
ら
３
千

万
円
を
持
ち
逃
げ
し
て
、
男
の

も
と
へ
向
か
う
女
子
行
員
が
主

人
公
▼
公
衆
電
話
で
男
に
連
絡

を
取
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
市

外
扱
い
の
た
め
百
円
玉
が
必
要

に
な
る
。だ
が
手
持
ち
に
な
く
、

一
万
円
札
も
な
か
な
か
く
ず
せ

な
い
�
そ
こ
で
女
は
…
�
結
末
は

伏
せ
る
が
、
終
盤
は
百
円
玉
が

一
気
に
存
在
感
を
増
す
▼
き
ょ

う
は
百
円
玉
の
誕
生
日
だ
。
１

９
５
７
年
に
初
登
場
し
て
か
ら

�
年
に
な
る
。
初
代
は
鳳

ほ
う

凰お
う

が

刻
ま
れ
銀
�
％
�
銅
�
％
�
亜
鉛

�
％
の
銀
貨
だ
っ
た
。
２
年
後

に
出
た
２
代
目
も
銀
貨
だ
が
、

図
柄
は
稲
穂
に
変
わ
っ
た
▼
国

家
公
務
員
の
初
任
給
が
９
千
〜

１
万
円
の
時
代
。
週
刊
誌
ブ
ー

ム
が
幕
を
開
け
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
、
１
冊
�
円
の
定
価
か
ら

「
三
十
円
文
化
」
と
も
い
わ
れ

た
。
現
在
の
白
銅
貨
の
百
円
玉

は
３
代
目
で
、
�
年
に
発
行
さ

れ
た
▼
本
社
と
共
同
通
信
社
の

衆
院
選
世
論
調
査
で
、
重
視
す

る
争
点
は
�
経
済
対
策
�
が
各
年

代
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
�
�
消
費

税
増
税
」
は
�
代
を
除
く
各
年

代
で
２
番
目
に
高
か
っ
た
（
７

日
付
本
紙
�
�
生
活
へ
の
先
行
き

不
安
感
が
透
け
て
見
え
る
よ
う

な
結
果
で
あ
る
▼
来
月
か
ら
は

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に

充
て
る
た
め
、
所
得
税
額
に
対

し
て
�
復
興
特
別
所
得
税
�
と
し

て
２
・
１
％
が
課
税
さ
れ
る
。

直
径
�
・
６
㍉
、
重
さ
４
・
８

㌘
の
小
さ
な
百
円
玉
は
実
生
活

で
も
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。
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教
育
長
に
田
中
氏

藤
岡
市
教
委

藤
岡
市
教
育
委
員
会
は
９

日
、
臨
時
会
を
開
き
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た
針
谷
章
前
教
育

長
の
後
任
に
、
前
市
教
委
副
部

長
の
田
中
政
文
氏
�
�
�
�
同
市

藤
岡
�
を
互
選
し
た
。
任
期
は

９
日
か
ら
２
０
１
６
年
�
月
８

日
ま
で
の
４
年
間
。

田
中
氏
は
鬼
石
北
小
校
長
や

市
教
委
学
校
教
育
課
長
な
ど
を

歴
任
。
こ
と
し
４
月
か
ら
市
教

委
副
部
長
を
務
め
て
い
た
が
、

８
日
付
で
退
職
し
、
９
日
の
臨

時
会
直
前
に
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
た
。埼
玉
大
教
育
学
部
卒
。

田中政文氏

榛
名
噴
火
被
災
の
首
長
か

特
別
委
員
会

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
�

日
、
衆
院
選
期
日
前
投
票
の
中

間
状
況
（
５
〜
９
日
ま
で
の
５

日
間
）
を
発
表
し
た
。
投
票
し

た
の
は
３
万
１
１
７
９
人
で
、

前
回
２
０
０
９
年
衆
院
選
の
同

期
間
比
で
�
・
５
％
（
５
２
６

９
人
）
減
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
区
別
は
１
区
５
３
５
４

人
（
�
・
８
％
減
）
、
２
区
６

２
７
８
人
（
�
・
３
％
減
）
、

３
区
６
７
８
３
人
（
�
・
２
％

減
）
、
４
区
５
６
５
６
人
（
�

・
１
％
減
）
、
５
区
７
１
０
８

人
（
８
・
３
％
減
）
と
な
り
、

全
選
挙
区
で
減
少
し
た
。

市
町
村
別
で
最
も
減
少
幅
が

大
き
い
の
は
南
牧
村
の
�
・
７

％
減
、
反
対
に
最
も
増
え
た
の

は
片
品
村
の
�
・
１
％
増
だ
っ

た
。
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金
井
東
裏
遺
跡

直

径
が
約
�
㌔
の
大
型
火

山
・
榛
名
山
の
北
東
に
位
置
す
る
縄

文
時
代
〜
中
近
世
の
遺
跡
。
榛
名
山

は
６
世
紀
に
２
回
大
噴
火
し
て
お

り
、
こ
と
し
９
月
か
ら
の
発
掘
調
査

で
、
火
山
灰
な
ど
に
埋
も
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
１
回

目
の
噴
火
は
６
世
紀
初
め
で
、
一
帯

を
火
砕
流
が
直
撃
。
火
山
灰
層
の
下

に
、
５
世
紀
後
半
の
竪
穴
住
居
や
畑

が
埋
も
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
馬
の

放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
６

世
紀
中
ご
ろ
に
榛
名
山
が
再
噴
火
。

降
り
注
い
だ
軽
石
の
層
は
、
厚
さ
約

２
㍍
分
に
達
し
た
。

未
来
・
森
副
代
表

応
援
演
説
で
来
県

き
ょ
う
前
橋
�
太
田

日
本
未
来
の
党
の
森
裕
子
副

代
表
が
�
日
、
衆
院
１
、
３
区

か
ら
立
候
補
し
て
い
る
党
公
認

候
補
の
応
援
演
説
の
た
め
本
県

入
り
す
る
。

前
橋
市
で
は
午
後
２
時
す
ぎ

か
ら
本
町
１
丁
目
交
差
点
付

近
、
同
３
時
か
ら
上
泉
町
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
前
で
、
太

田
市
で
は
同
４
時
す
ぎ
か
ら
宝

町
の
公
園
と
同
５
時
す
ぎ
か
ら

東
武
太
田
駅
南
口
で
そ
れ
ぞ
れ

街
頭
演
説
す
る
。

金井東裏遺跡で出土した、胴体部分に鎧を着

けうつぶせになった古俌時代の人骨。左上の

頭骨部の右下には腕骨が、鎧の右側には大腿

骨の一部が見える＝渋川市金井
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⇒
関
連
記
事

�
�
�
面

古
俌
時
代
の
鉄
製
鎧

よ
ろ
い

を
身
に
着
け
た
状
態
で
、
６
世
紀
初
頭
の
榛
名
山
二
ツ
岳
の
火
山
灰

層
に
埋
も
れ
た
人
骨
１
体
が
、
渋
川
市
金
井
の
金
井
東

ひ
が
し

裏う
ら

遺
跡
�

�
か
ら
見
つ
か
っ

た
。
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
が
�
日
、
発
表
し
た
。
骨
が
残
り
に
く
い
火
山
噴
出
物
層
か

ら
古
俌
時
代
の
被
災
人
骨
が
出
土
し
た
例
は
な
く
、
鎧
を
着
け
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
の
も
全

国
で
初
め
て
。人
骨
は
首
長
層
と
み
ら
れ
、噴
火
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

事
業
団
は
「
考
古
学
史
上
ま
れ
に
み
る
発
見
」
と
し
て
お
り
、
火
山
の
噴
火
と
い
う
大
災
害
に

直
面
し
た
古
代
の
生
活
を
解
明
す
る
一
級
の
史
料
に
な
り
そ
う
だ
。

期
日
前
投
票
����
％
減
県
内
衆
院
選

中

間

状

況

因
果
関
係
は
否
定

関越道バス事故

名
義
貸
し
で
前
橋
地
裁
判
決

藤
岡
市
の
関
越
道
で
乗
客
７

人
が
死
亡
し
た
高
速
ツ
ア
ー
バ

ス
事
故
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

運
転
手
に
バ
ス
事
業
者
の
名
義

を
貸
し
た
な
ど
と
し
て
道
路
運

送
法
違
反
�
名
義
貸
し
�
な
ど
の

罪
に
問
わ
れ
た
千
葉
県
印
西
市

の
バ
ス
会
社
「
陸
援
隊
」
‖
事

業
許
可
取
り
消
し
‖
社
長
、
針は

り

生う

裕
美
秀
被
告
�
�
�
の
判
決
公

判
が
�
日
、
前
橋
地
裁
で
あ
っ

た
。
吉
井
広
幸
裁
判
官
は
事
故

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
「
因
果

関
係
が
あ
る
と
認
め
る
の
は
難

し
い
」
と
否
定
し
た
上
で
、
懲

役
２
年
、
執
行
猶
予
５
年
、
罰

金
１
６
０
万
円
（
求
刑
・
懲
役

４
年
、
罰
金
２
０
０
万
円
）
を

言
い
渡
し
た
。

判
決
理
由
で
吉
井
裁
判
官

は
、
名
義
貸
し
自
体
に
つ
い
て

は
「
許
可
事
業
者
と
し
て
の
自

覚
を
欠
き
、
刑
事
責
任
は
軽
視

で
き
な
い
」
と
非
難
。
法
人
と

し
て
の
陸
援
隊
に
も
罰
金
１
６

０
万
円
（
求
刑
・
罰
金
２
０
０

万
円
）
を
言
い
渡
し
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
名
義
貸
し

な
ど
が

バ
ス
事
故
に
も
つ
な

が
っ
た

と
す
る
検
察
側
の
主

張
に
つ
い
て
は
「
因
果
関
係
を

認
め
る
の
は
難
し
い
。
こ
れ
を

も
っ
て

刑
事
責
任
を
重
く
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
退
け

た
。判

決
の
言
い
渡
し
後
、
吉
井

裁
判
官
は
「
民
事
上
の
責
任
な

ど
課
題
は
残
っ
て
い
る
。
遺
族

や
被
害
者
に
誠
意
を
持
っ
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い
」
と
針
生
被

告
に
声
を
掛
け
た
。

針
生
被
告
は
裁
判
終
了
後
、

記
者
団
の
取
材
に
応
じ
「
ご
遺

族
や
被
害
者
に
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
一
軒
一
軒
訪

ね
た
い
」
と
話
し
た
。

判
決
な
ど
に
よ
る
と
、
針
生

被
告
は
昨
年
８
月
か
ら
こ
と
し

４
月
ま
で
の
間
、
運
転
手
の
河

野
化
山
被
告
�
�
�
‖
自
動
車
運

転
過
失
致
死
傷
罪
な
ど
で
起
訴

‖
が
自
ら
所
有
す
る
バ
ス
４
台

を
使
っ
て
無
許
可
営
業
を
す
る

と
知
り
な
が
ら
、
国
の
許
可
を

受
け
た
バ
ス
事
業
者
と
し
て
の

陸
援
隊
の
名
義
を
河
野
被
告
に

貸
す
な
ど
し
た
。

鉄
製
の
鎧
を
着
け
た
人
骨

は
、
右
膝
を
立
て
、
う
つ
ぶ
せ

の
状
態
で
、
厚
さ
約
�
㌢
の
火

山
灰
に
覆
わ
れ
た
溝
か
ら
見
つ

か
っ
た
。
後
頭
部
と
右
太
も
も

の
付
け
根
の
骨
は
火
砕
流
層
に

の
み
込
ま
れ
、欠
損
し
て
い
る
。

事
業
団
は
、
骨
格
の
発
達
状
況

や
太
も
も
の
骨
の
大
き
さ
か
ら

成
人
男
性
と
断
定
。
火
砕
流
に

巻
き
込
ま
れ
、
膝
立
ち
の
姿
勢

か
ら
前
方
に
倒
れ
て
死
亡
し
た

と
推
定
し
て
い
る
。

か
ぶ
と
や
肩
、
脚
の
部
分
の

鎧
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
横

幅
約
�
㌢
の
胴
部
分
の
み
着
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。鎧
は「
小こ

札ざ
ね

甲
よ
ろ
い

」
と
呼
ば
れ
、
首
長
層

や
そ
れ
に
次
ぐ
有
力
者
の
古
俌

か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
鎧
を
着
け
て
い
た
人
骨
も
首

長
層
と
み
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
全
身
が
残
っ
た
こ
の
人

骨
の
近
く
か
ら
は
、
生
後
１
年

に
満
た
な
い
乳
児
の
頭
の
骨
と

別
の
胴
部
の
鎧
１
点
、
鉄
製
の

矢
尻
十
数
本
も
見
つ
か
っ
て
い

る
。酸

性
度
が
強
い
火
山
灰
層
に

埋
も
れ
た
古
俌
時
代
の
骨
は
通

常
、
残
ら
な
い
。
骨
が
良
好
な

状
態
で
出
土
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
事
業
団
は
「
砂
の
粒
が
細

か
く
保
湿
性
が
高
い
地
層
の
た

め
、奇
跡
的
に
人
骨
が
残
っ
た
」

と
説
明
。
鎧
や
矢
尻
と
と
も
に

見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
首
長

は
政
治
や
軍
事
、
祭さ

い

祀し

を
つ
か

さ
ど
る
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。（
火

山
災
害
を
も
た
ら
す
）
山
の
神

の
怒
り
を
鎮
め
る
儀
式
を
し
て

い
て
火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
を

示
し
た
。

人
骨
の
考
古
学
研
究
が
専
門

の
九
州
大
大
学
院
の
田
中
良
之

教
授
�
�
�
は
「
埋
葬
さ
れ
た
状

態
で
の
出
土
で
は
な
い
た
め
、

鎧
の
使
い
方
や
被
災
状
況
が
か

な
り
忠
実
に
分
か
る
。
（
未
確

認
の
）
手
に
は
何
ら
か
の
武
器

を
持
っ
て
い
る
は
ず
」と
指
摘
。

顔
面
の
骨
か
ら
復
元
で
き
る
顔

つ
き
や
持
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
武
器
な
ど
か
ら
、
「
被
災

男
性
の
人
物
像
を
よ
り
鮮
明
に

で
き
る
」
と
み
て
い
る
。

今
回
の
出
土
を
受
け
大
沢
正

明
知
事
は
「
本
県
に
は
ま
だ
ま

だ
眠
っ
て
い
る
歴
史
資
産
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
思
い
を
強

く
し
た
。
本
県
の
歴
史
文
化
遺

産
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
発

信
す
る
努
力
を
続
け
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
遺
跡
は
上
信
自
動
車
道
・

国
道
３
５
３
号
バ
イ
パ
ス
の
建

設
に
伴
い
、
事
業
団
が
こ
と
し

９
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で
調

査
。
見
つ
か
っ
た
人
骨
は
現
場

か
ら
搬
出
し
保
存
、
調
査
研
究

を
進
め
る
。
�
日
午
前
�
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
一
般
向
け

に
現
地
を
公
開
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
事
業
団
（
☎
０
２
７
９

・
５
２
・
２
５
１
１
）
へ
。
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よろいを着た人物の骨
ほね

祭りが行われていた場所

榛名山二ツ岳

金井東裏遺跡

首
くび

飾
かざ

りをした成人女性の骨

幼
よう

児
じ

の骨

竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

畑

畑

乳
にゅう

児
じ

の骨

ベンガラと粘
ねん

土
ど

を丸めた赤玉

円
えん

墳
ぷん

円墳

子どもや大人の足あと

飾りの馬具

建物

人物の特
とく

徴
ちょう

発掘されたときの状況

●30代の女性。身長は144cm。顔は，あごが張り鼻の幅
はば

が広い。
●  よろいを着た人物と同じで，幼いころは群馬県より西の地域でくらして
いたが，血

け つ

縁
え ん

関係はない。出産した経験がある。
●幼児は5歳ぐらい。乳児は生後数か月。いずれも性別は不明。

3

人物の特徴

発掘されたときの状況

考古学に挑
ち ょ う

戦
せ ん

！ 
よろいを着た人物のなぞを解こう 

金井東裏遺跡の発
は っ

掘
く つ

状
じょう

況
きょう

資料3

2

34 35

生徒自らが
学びに
動き出す

基本方針2

デジタル資料を活用
して，いつでもどこ
でも，自学自習に取
り組めます。

↓P.34-36

もっと知りたく，考えたくなる 主体的・対話的で深い学びの実現

各時代の学習第   　 編2～6

導入ページ まとめページ本
文

本
文→本書 P.10 →本書 P.11

資料をもとに，考察を深めます！

チャレンジ歴史

歴史を面白く，深く学ぶ特設ページ

チャレンジ歴史
　資料をもとに，歴史について自分で考えたり，対話したりし
て，歴史を学ぶ面白さを体験します。資料の読み取りから選
択・判断させる学習まで，生徒の発達の段階に応じた教材を掲
載し，主体的・対話的で深い学びを実現できるように工夫しま
した。

デジタルマーク
　すべての「チャレンジ歴史」
には，デジタル資料として，
ワークシートを用意しています。
→本書 P.32-33

　各所に設けたチャレンジ
歴史で，「見方・考え方」
を働かせた学習ができます。

注目

「チャレンジ歴史」のワークシート

　 ステップ  に沿って学習を進めます。
資料の読み取りや意見交換など，さ
まざまな活動を提案しています。

▼学習の流れ

　生徒が興味・関心をもって
主体的に取り組むことができ
る課題を設定し，学習に入り
やすくなるようにしています。

　グループでの話し合いや意
見交換を通して，多面的・多
角的に課題を考えることがで
きます。

つながり

つながり

つながり

推移

推移

→P.34-36
  考古学に挑戦！よろいを着た人物の

なぞを解こう 

→P.74-75
  承久の乱を通して，古代から中世へ

の変化を考えよう 

→P.136-137
  江戸幕府のライバル対策を通して，

中世から近世への変化を考えよう 

→P.216-217
  経済発展か，環境保全か，足尾鉱毒

事件を通して考えよう

→P.254-255
  戦時体制の言論統制とその影響を考

えよう

※「チャレンジ歴史」には，それぞれ１時間を配当しています。

「チャレンジ歴史」一覧

第2編

第3編

第4編

第5編
第1章

第5編
第2章

働かせている主な
「見方・考え方」

主体的な学びを
促す課題設定

深い学びを
促す教材

　「歴史的な見方・考え方」を働
かせて時代の転換を考えたり，当
時の国民と同様に選択・判断を
したりするなど，深い学びを実現
できるようにしました。

対話的な学びを
促す活動

12 13



テーマ別さくいん

「歴史との対話」を未来に活かす

「歴史との対話」を未来に活かす

　私たちは，第 6編「現代の
日本と世界」の学習で，解決
が求められるさまざまな課題
があることを学びました。そ
れらを解決するためには，ど
のように考えていけばよいの
でしょうか。
　歴史の学習では，できごと
がなぜ起こったのか，それら
が何と関連し，またどのよう
な結果をもたらしたのかとい
う，因果関係を大切に学んで
きました。
　それぞれの課題を正しくと
らえるには，その成り立ちや
変
へん

遷
せん

を知ることが必要です。
また，それらの課題解決に向
けた先人たちの営みや知

ち

恵
え

を
学ぶことも大切なことです。
　現代の諸

しょ

課題について，そ
の歴史をふり返り，先人たち
の知恵に学びながら，よりよ
い未来をつくる第一歩を考え
ていきましょう。

政治
国家の形成
ヤマト王権の統一   32
律令国家の確立
聖徳太子と蘇我氏の政治   40
大化の改新   42
大宝律令   43
天皇や貴族の政治
律令制度の立て直し   52
摂関政治   54
院政   70
建武の新政   88
南北朝の対立と合一   88，89
武家政治
武士のおこり   68
武士の台頭   71
平氏政権   71
鎌倉幕府   72
執権政治   73
室町幕府   89
江戸幕府   126
幕府政治の改革   146，147，173
武家政治の終わり   177
近代国家の形成
明治維新   180，181
廃藩置県   181
地租改正   184
立憲制国家の成立・民主政治（日本）
自由民権運動   194，195，196，197
政党   197，200，205，212，230， 
 232，243，245，268，273，288
内閣制度   198，199
大日本帝国憲法   198，199
帝国議会   199，200
護憲運動   230，231
民本主義   230
政党内閣   230，243
普通選挙法（制）   231
日本国憲法   266
男女普通選挙   264，266
女性の政治参加
　  31，40，73，233，266，267
立憲制国家の成立・民主政治（世界）
ギリシャ・ローマの民主政（民主政治）・
　共和政   24，25
市民革命   166，167
啓蒙思想   165

議会政治の成立   164，165
憲法・法（日本）
　  40，43，47，73，84，95，97， 
 117，119，127，136，137，146， 
 147，172，180，181，184，196， 
 198，199，201，212，231，233， 
 245，266，267，279，291
憲法・法（世界）
　  20，24，38，165，166，167， 
 190，209，231

経済・社会
狩りや採集の生活   28，29，30
農業
稲作の広まり   30，31
古墳時代の農業   33
奈良時代の農業   47
鎌倉時代の農業   76，77
室町時代の農業   95
江戸時代の農業  134，138，148，154
工業
室町時代の工業   94
問屋制家内工業   148
工場制手工業   148
鉱業
戦国時代の鉱業   121
江戸時代の鉱業   138，139
明治時代の鉱業   210，211
商業
奈良時代の市   44
鎌倉時代の商業   77
室町時代の商業   94
安土桃山時代の商業   117
江戸時代の商業   134，135，141
貨幣
奈良時代の貨幣   47
宋銭の使用   77，94
明銭の使用   90，94
江戸時代の貨幣   126，141，146，175
明治時代の貨幣   182
土地
公地公民（班田制）   42，47，52，54，86
荘園   47，70，86，87
荘園公領制   86，87
太閤検地   118，119
地租改正   184
農地改革   267

租税   47，52，77，94，119， 
 134，164，166，184
土地制度の移り変わり   310
交通
奈良時代の交通   47，48，49
鎌倉時代の交通   76，77
室町時代の交通   94，95
江戸時代の交通   140，141
明治時代の交通   182，188，210，211
大正時代の交通   235，237
昭和時代の交通   279
産業革命と資本主義
殖産興業   182，185
日本の産業革命   210，211
財閥   211，227，267，278
公害の発生   213
高度経済成長   278
技術革新   278
四大公害   279
バブル経済   282，288
身分
古代まで   31，32，44，47，54
中世   96，97，119
近世   119，127，134，135，147， 
 180，181
近代   181，194
女性の地位・権利
　  77，90，135，201，212， 
 233，267，281
ききん・災害・疫病
古代まで   47，300，301
中世   79，300，301
近世   146，147，149，172，300，301
近代   240，300，301
現代   289，291，300，301

文化
芸術
詩歌   50，56，79，93，101，142， 
 143，153，213
物語・小説   56，79，101，143， 
 153，213，236
日記・随筆   56，79
絵画   19，55，98，99，113， 
 122，143，152，153，214，239
演劇   25，100，101，122， 
 123，142，143，234

　次のページから，現代社会の課題の例として，災害・政治参加・世界平和について考えていきま
す。その他の課題について考えていってもかまいません。選んだ課題に関する歴史をふり返るとき，
下のテーマ別さくいんのほか，P.311～317の人名・事項のさくいんを活用しましょう。　

芸道   100，101，122
音楽   93，122，236，269，284
映画   235，236，269，284，285
建築   21，23，25，41，45，46，48， 
 49，53，55，64，65，69，71， 
 78，91，98，99，112，117， 
 122，123，188，278
信仰・宗教
古代まで   23，26，27，29，30，33， 
 41，49，51，53，57
中世   81，96，97，99，101，112
近世   113，114，116，117，119， 
 128，129，153，177
近代   180，188，245
現代   265，287
学問・教育
古代まで   23
中世   91，100
近世   144，145，147，150， 
 151，165
近代   186，187，199，214， 
 236，250，251
現代   266，267，279
女性の文化における活躍
　  51，135，191

外交
交流
　  25，31，33，40，48，49，53， 
 55，112，113，114，116，130，131
貿易
　  23，71，90，93，120，128， 
 129，130，132，133，162，175
戦争・平和
　  33，42，43，83，84，121， 
 170，171，176，177，191， 
 204～208，224～229，242～253， 
 264，265，270～273，274～277， 
 286，287，290，291
中国との関係
稲作・金属器の伝来   30
卑弥呼の使い   31
倭の五王の使い   33
遣隋使・遣唐使   40，49，55
日宋貿易   71
元の襲来   83～85
倭寇   90，120

勘合貿易   90
鎖国下の貿易   129
日清修好条規   191
日清戦争   204
二十一か条の要求   226
満州事変   242
日中戦争   244
日中平和友好条約   277
現在の課題   293
朝鮮との関係
稲作・金属器の伝来   30
渡来人の活躍   33，41
朝鮮半島との貿易   90，91，130
朝鮮侵略   121
朝鮮との国交回復   130
朝鮮通信使   130，131
日朝修好条規   191
征韓論   194
韓国併合   208
日韓基本条約   277
現在の課題   277，292
その他のアジアとの関係
アイヌ民族との交易   91，132，133
琉球王国との貿易   91，93，130，131
朱印船貿易   128
欧米諸国との関係 
ヨーロッパ人の来航   116
南蛮貿易   116，120
鎖国・開国   129，174，175
異国船打払令   172
日米和親条約   174
日米修好通商条約   175
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 災害の歴史に学ぶ1課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

日本列島で起きた災害
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　過去に日本列島で起きた災害を正確に把
は

握
あ く

することはたいへん困
こ ん

難
な ん

な
ことですが，死者が1000人をこえる大規

き

模
ぼ

災害の発生回数を読み取り，
過去の災害のおおまかな傾

け い

向
こ う

を見てみましょう。

18世紀の享
きょう

保
ほ う

のききんで，人々がうえに苦しむの
を見た青

あ お

木
き

昆
こ ん

陽
よ う

は，『蕃
ば ん

薯
し ょ

考
こ う

』を書き，琉
りゅう

球
きゅう

から薩
さ つ

摩
ま

に伝わっていたさ
つまいもに着目して普

ふ

及
きゅう

を訴
うった

えました。
　江

え

戸
ど
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ば く

府
ふ

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が，この本と種
た ね

芋
い も

を諸
し ょ

国
こ く

に配ると，や
せた土地でも育つさつまいの栽培が広がりました。

大
お お

阪
さ か

狭
さ

山
や ま

市の狭山池は，1400年前の飛
あ す か

鳥時
代につくられました。以後，行

ぎょう

基
き

や朝
ちょう

廷
て い

が貯水量を増やす工事
を重ね，周辺の農地の水不足を解消し農業を支えてきました。

江戸時代，江戸の大半
を焼失させる大火が，10回以上
も発生しました。木造家屋が密

み っ

集
しゅう

して建ちならぶ都市では，火災は，
最も身近でおそろしい災害でした。
　1718年，それまで中心であっ
た武士の消防組織に加え，町人の
消防隊である町火消が設置されま
した。費用は町人が負

ふ

担
た ん

し，江戸
全体で約1万人いたと伝えられて
います。

岩
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て
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　此
こ

処
こ

より下
に家を建てるな」と刻

き ざ

んだ石碑
があります。この石碑は，
1933（昭和8）年の昭

しょう

和
わ

三
さ ん

陸
り く

地
震津波の後，海

か い

抜
ば つ

50ｍのとこ
ろに建てられました。姉吉地区
は，このときの津波と，1896

（明治29）年の二度にわたって
地震と津波におそわれ，生

せ い

存
ぞ ん

し
た住民がそれぞれ4人と2人と

いう壊
か い

滅
め つ

的な被害を受けていました。石碑を建てて以
い

降
こ う

，
石碑より低い場所に住む人はなく，東日本大震災のときも
海抜40.5ｍのところまで津波が押

お

しよせましたが，民家は
この石碑より高いところにあり，住民は無事でした。
　こうした石碑は，全国各地に建てられています。過去の
災害の記録と記憶をとどめ，未来に向けた防災の糧

か て

とすべ
く，データベース化して広く公開する取り組みも進んでい
ます。

江戸時代，幕府をはじめ寺社や個人によって建て
られ，被災民を収

しゅう

容
よ う

して食料をあたえました。

自分の力で領国を治めた戦国大名は，領民の生
活を守るとともに，安定した年

ね ん

貢
ぐ

の確保をめざして，農業な
どを盛

さ か

んにし，治水事業に力をそそぎました。
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』（国立国会図
書館蔵）　『蕃薯考』
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向けにわか
りやすく書いたの
が『甘藷記』です。

 天
て ん

保
ぽ う

のききんで蘭
ら ん

学
が く

者の渡
わ た

辺
な べ

崋
か

山
ざん

らが京
きょう

都
と

に設置した救
すくい

小
ご

屋
や

（荒
こう

歳
さい

流
りゅう

民
みん

救
きゅう

恤
じゅつ

図
ず

　東京都　国立国会図書館蔵）

 町火消（東
とう

京
きょう

都江戸東京
博物館蔵）

 岩手県姉吉の大津浪記
念碑
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堤
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梨
な し
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市）　甲
か

斐
い の

国
くに

（山梨県）を治めた戦国大名の武
た け

田
だ

信玄が，16世紀なかばに築いた堤防で，今に残されています。

 死者1000人以上（推
す い

定
て い

）の大規
き

模
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災害（河
かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

作成資料，2018年現在）

かんがい設備

国立民族学博物館の
ウェブサイト
「津波の記憶を刻む文化
遺産－寺社・石碑デー
タベース」

学習  課題
災害に強い社会の実現をめざし，防災・
減災に関するそなえを過去から学びま
しょう。

ステップ1 日本列島では，いつ，どのよ
うな災害が起こっていたのでしょうか。
資料1 から，どの時代にどのような災害が多
かったのか読み取りましょう。

ステップ2 先人たちは災害にどのように
向き合い，生きぬいてきたのでしょうか。

資料2〜7 のほか，テーマ別さくいん「きき
ん・災害・疫

え き

病
びょう

」（ P.299）も活用して，ど
のような人々がどのように対

た い

処
し ょ

してきたのか，
整理しましょう。また，身近な地

ち

域
い き

に似たよ
うな事例がないか，調べましょう。

ステップ3

資料2〜7 にある先人たちの取り組みが現代
に引きつがれていないか，考えてみましょう。

先人の取り組みをふまえ，現
代も継

け い

承
しょう

・発
は っ

展
て ん

すべきことは何でしょうか。
自分の考えをまとめましょう。

公民的分野の学習に向けて

現在の国や地方公共団体の災害に
対する取り組みを学びましょう。
政治単元

環
か ん

境
きょう

問題や自然災害に対する国際
協力の重要性が高まるなか，日本の国際社会
への貢

こ う

献
け ん

や果たしている役
や く

割
わ り

を学びましょう。
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火
び
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　2011（平成23）年3月11日に発生した東日
本大震

しん

災
さい

の発生以
い

降
こう

，過去の災害について学
ぼうとする取り組みが，広く行われるように
なりました。
　文字による記録だけでなく，遺

い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
査などの成果を組み合わせて，過去の災害の
被
ひ

害
がい

の実態や復興の過程を明らかにしようと
する研究が進んでいます。今後のそなえを検

けん

討
とう

していく際の大切な情報の一つに位置づけ
ているのです。
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　歴史の学習の最後に，学んできたことをふまえてよりよい未来を構想する学習「『歴史との対話』
を未来に活かす」を設けました。P.298-299には，現代の諸課題の歴史を調べる学習に活用できる
テーマ別さくいんを設け，P.300-305にかけては，現代社会の課題として，災害・政治参加・世界
平和の三つの例を提示しました。

基本方針3
学びを
日々の生活や
社会に活かす

↑P.298-299

 災害の歴史に学ぶ1課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

日本列島で起きた災害

干
か ん

害
が い

対策 防火対策

地震津
つ

波
な み

対策と災害の記
き

憶
お く

の継
け い

承
しょう

被
ひ

災民対策

洪
こ う

水
ず い

対策

資料1

ききん対
た い

策
さ く

資料2

資料3 資料6

資料7資料4

資料5

　過去に日本列島で起きた災害を正確に把
は

握
あ く

することはたいへん困
こ ん

難
な ん

な
ことですが，死者が1000人をこえる大規

き

模
ぼ

災害の発生回数を読み取り，
過去の災害のおおまかな傾

け い

向
こ う

を見てみましょう。

18世紀の享
きょう

保
ほ う

のききんで，人々がうえに苦しむの
を見た青

あ お

木
き

昆
こ ん

陽
よ う

は，『蕃
ば ん

薯
し ょ

考
こ う

』を書き，琉
りゅう

球
きゅう

から薩
さ つ

摩
ま

に伝わっていたさ
つまいもに着目して普

ふ

及
きゅう

を訴
うった

えました。
　江

え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が，この本と種
た ね

芋
い も

を諸
し ょ

国
こ く

に配ると，や
せた土地でも育つさつまいの栽培が広がりました。

大
お お

阪
さ か

狭
さ

山
や ま

市の狭山池は，1400年前の飛
あ す か

鳥時
代につくられました。以後，行

ぎょう

基
き

や朝
ちょう

廷
て い

が貯水量を増やす工事
を重ね，周辺の農地の水不足を解消し農業を支えてきました。

江戸時代，江戸の大半
を焼失させる大火が，10回以上
も発生しました。木造家屋が密

み っ

集
しゅう

して建ちならぶ都市では，火災は，
最も身近でおそろしい災害でした。
　1718年，それまで中心であっ
た武士の消防組織に加え，町人の
消防隊である町火消が設置されま
した。費用は町人が負

ふ

担
た ん

し，江戸
全体で約1万人いたと伝えられて
います。

岩
い わ

手
て

県宮
み や

古
こ

市の
姉
あ ね

吉
よ し

に「高き住居は児
じ

孫
そ ん

の和楽　
想へ

（え）

惨
さ ん

禍
か

の大津
つ

浪
な み

　此
こ

処
こ

より下
に家を建てるな」と刻

き ざ

んだ石碑
があります。この石碑は，
1933（昭和8）年の昭

しょう

和
わ

三
さ ん

陸
り く

地
震津波の後，海

か い

抜
ば つ

50ｍのとこ
ろに建てられました。姉吉地区
は，このときの津波と，1896

（明治29）年の二度にわたって
地震と津波におそわれ，生

せ い

存
ぞ ん

し
た住民がそれぞれ4人と2人と

いう壊
か い

滅
め つ

的な被害を受けていました。石碑を建てて以
い

降
こ う

，
石碑より低い場所に住む人はなく，東日本大震災のときも
海抜40.5ｍのところまで津波が押

お

しよせましたが，民家は
この石碑より高いところにあり，住民は無事でした。
　こうした石碑は，全国各地に建てられています。過去の
災害の記録と記憶をとどめ，未来に向けた防災の糧

か て

とすべ
く，データベース化して広く公開する取り組みも進んでい
ます。

江戸時代，幕府をはじめ寺社や個人によって建て
られ，被災民を収

しゅう

容
よ う

して食料をあたえました。

自分の力で領国を治めた戦国大名は，領民の生
活を守るとともに，安定した年

ね ん

貢
ぐ

の確保をめざして，農業な
どを盛

さ か

んにし，治水事業に力をそそぎました。

 青木昆陽『甘
か ん

藷
しょ

記
き

』（国立国会図
書館蔵）　『蕃薯考』
を庶

し ょ

民
み ん

向けにわか
りやすく書いたの
が『甘藷記』です。

 天
て ん

保
ぽ う

のききんで蘭
ら ん

学
が く

者の渡
わ た

辺
な べ

崋
か

山
ざん

らが京
きょう

都
と

に設置した救
すくい

小
ご

屋
や

（荒
こう

歳
さい

流
りゅう

民
みん

救
きゅう

恤
じゅつ

図
ず

　東京都　国立国会図書館蔵）

 町火消（東
とう

京
きょう

都江戸東京
博物館蔵）

 岩手県姉吉の大津浪記
念碑

 信
し ん

玄
げ ん

堤
つつみ

（山
やま

梨
な し

県甲
か

斐
い

市）　甲
か

斐
い の

国
くに

（山梨県）を治めた戦国大名の武
た け

田
だ

信玄が，16世紀なかばに築いた堤防で，今に残されています。

 死者1000人以上（推
す い

定
て い

）の大規
き

模
ぼ

災害（河
かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

作成資料，2018年現在）

かんがい設備

国立民族学博物館の
ウェブサイト
「津波の記憶を刻む文化
遺産－寺社・石碑デー
タベース」

学習  課題
災害に強い社会の実現をめざし，防災・
減災に関するそなえを過去から学びま
しょう。

ステップ1 日本列島では，いつ，どのよ
うな災害が起こっていたのでしょうか。
資料1 から，どの時代にどのような災害が多
かったのか読み取りましょう。

ステップ2 先人たちは災害にどのように
向き合い，生きぬいてきたのでしょうか。

資料2〜7 のほか，テーマ別さくいん「きき
ん・災害・疫

え き

病
びょう

」（ P.299）も活用して，ど
のような人々がどのように対

た い

処
し ょ

してきたのか，
整理しましょう。また，身近な地

ち

域
い き

に似たよ
うな事例がないか，調べましょう。

ステップ3

資料2〜7 にある先人たちの取り組みが現代
に引きつがれていないか，考えてみましょう。

先人の取り組みをふまえ，現
代も継

け い

承
しょう

・発
は っ

展
て ん

すべきことは何でしょうか。
自分の考えをまとめましょう。

公民的分野の学習に向けて

現在の国や地方公共団体の災害に
対する取り組みを学びましょう。
政治単元

環
か ん

境
きょう

問題や自然災害に対する国際
協力の重要性が高まるなか，日本の国際社会
への貢

こ う

献
け ん

や果たしている役
や く

割
わ り

を学びましょう。

国際単元

救小屋

治水事業

さつまいもの栽
さ い

培
ば い

地震津波碑
ひ

町
まち

火
び

消
け し

　2011（平成23）年3月11日に発生した東日
本大震

しん

災
さい

の発生以
い

降
こう

，過去の災害について学
ぼうとする取り組みが，広く行われるように
なりました。
　文字による記録だけでなく，遺

い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
査などの成果を組み合わせて，過去の災害の
被
ひ

害
がい

の実態や復興の過程を明らかにしようと
する研究が進んでいます。今後のそなえを検

けん

討
とう

していく際の大切な情報の一つに位置づけ
ているのです。

東日本大震災

発生回数
火山
噴火

つ なみ

津波

じ しん

　　　地震

たかしお

高潮

こうずい

洪水

600年 1000年 1400年 1800年 1900年 1950年 2000年

3

22

20

合計
99回

古代 中世 近世 近代 現代

30

24

ふん か

300 301

　公民的分野の学習へ
向けた課題意識をもつこと
ができるようにしています。

注目

↓P.300-301

新しい時代を築く知恵とビジョンを！
「歴史との対話」を未来に活かす

各時代の学習

歴史の大きな流れを理解する 未来を考える

第   　 編2～6

→本書 P.8-13

　第６編「現代の日本と世界」の学習で現代
に残された課題を学んだあとに，これらの課
題の解決に向けて歴史をふまえて未来を考え
る学習「『歴史との対話』を未来に活かす」を
設けました。培ってきた資質・能力を発揮さ
せる，歴史の最後の学習です。

「歴史との対話」を未来に活かす

「テーマ別さくいん」を使う
　生徒自らが探究したい課題を設定し，その課題について調べることができるように , 政治 ・ 経済・社会 ・
文化 ・ 外交 の四つのテーマに分けたさくいんを掲載しました。

課題例に取り組む
　自らテーマを選んで学習することに加えて，P.300-305に掲載した災害・政治参加・世界平和の課題例
に取り組むこともできます。

1

2

私たちと歴史
第   編1

→本書 P.6-7

　テーマ別さくいんを活用することで，これまで学ん
できたことを効率よく振り返り，現代の諸課題の成り
立ちや変遷を調べることができます。

注目

　なぜこの課題に取り組むのか，社会の現状や前提となる
知識をリード文で説明しています。また，学習  課題 の解決に向
けて，いくつかの ステップ を用意し，段階をふんで課題
を追究することができるように工夫しました。

　課題例に対応して，先人たちの取り組
みがよくわかる資料を掲載しています。

資料

「課題例」一覧

→P.300-301  災害の歴史に学ぶ 

→P.302-303  政治参加の歴史に学ぶ

→P.304-305  世界平和への取り組みに学ぶ
※ 「『歴史との対話』を未来に活かす」には，２時間を
配当しています。

「歴史との対話」
を未来に活かす
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江
え

戸
ど

・大
おお

阪
さか

・京
きょう

都
と

は，合わせて三
さん

都
と

とよばれ
ました。江戸は，政治の中心で「将

しょう

軍
ぐん

のおひ
ざもと」といわれ，18世紀初めには人口は約100万人を数え，国内
最大の消費地となりました。また，幕

ばく

府
ふ

は，江戸を中心に五
ご

街
かい

道
どう

を
整えました。街道には宿

しゅく

駅
えき

がおかれ，参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の大名や商人のほか，
手紙や小荷物を運ぶ飛

ひ

脚
きゃく

がゆきかいました。幕府は，箱
はこ

根
ね

など，街
道の要所に関所をおいて，江戸へ出入りする人々や荷物を監

かん

視
し

しま
した。
　大阪と江戸とのあいだを菱

ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

や樽
たる

廻
かい

船
せん

がゆききするようにな
ると，木

も

綿
めん

・酒・しょう油・菜
な

種
たね

油などが大阪から江戸へ送られ，
それをあつかう問屋が力をのばしました。各地の大名は，大阪に蔵

くら

屋
や

敷
しき

をおいて年
ねん

貢
ぐ

米
まい

や特産物を売りさばきました。また，日
に

本
ほん

海
かい

と
大阪を結ぶ西まわり航路が開かれると，大阪は，商業都市として
いっそう発

はっ

展
てん

し，「天下の台所」とよばれました。京都は，天
てん

皇
のう

や公
く

家
げ

が住み，文化・芸能の中心として栄え，西
にし

陣
じん

織
おり

や清
きよ

水
みず

焼
やき

などの手
工業が盛

さか

んでした。
　河

か

川
せん

交通の発達もめざましく，各地で川
かわ

舟
ぶね

を使った物資の輸送が
盛んになりました。
　幕府は，金貨・銀貨・銅銭をつくって，全国に流通させました。
大阪の鴻

こうの

池
いけ

や江戸の三
みつ

井
い

のように，金と銀との両
りょう

替
がえ

や金貸しによっ
て，大名をしのぐほどの財力をもつ商人も現れました。

24

1

20

26

22

17

20

15 16
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にぎわう三都と 
交通網

も う

の発達

江戸時代に産業が発達した原因と結果に
ついて説明しましょう。

確認

江戸時代，京都・大阪を合わせて上方
とよばれました。

上
か み

方
が た

基本用語

 江戸の人口の半分は武士であったと推
す い

定
て い

されています。
	 江戸時代には，江戸では金が，大阪では銀
が主に使われました。そのため，例えば大名
が，大阪で米を販

は ん

売
ば い

して得た銀を，江戸での
生活に使うには金に両

りょう

替
が え

する必要がありまし
た。両替は， 遠

え ん

隔
か く

地の取引を成立させるため
の重要なしくみでした。

1

2

 江戸の日
に

本
ほ ん

橋
ば し

（東
とう

海
かい

道
どう

五十三次
つぎ

「日本橋」　
東京国立博物館蔵）　日本橋は，江戸の町の中心
にあたり，東海道の起点でもありました。
ちょうど大名行列が橋をわたってきています。

24
 現在も残る玉川上水

（東京都小
こ

平
だいら

市）　約30km
が国の史

し

跡
せ き

指定され，現在
も保

ほ

存
ぞ ん

されています。

25

 飛脚（冨
ふ

士
じ

百
ひゃく

撰
せん

暁
あかつき

ノ
の

不
ふ

二
じ

〈一部〉　東
とう

京
きょう

都　郵
ゆう

政
せい

博物館蔵）　幕府公用の飛脚は，二人一組で
走りつぎました。江戸・大阪間は最短で3日
でした。

26

江戸

　幕府が開かれて以
い

降
こ う

，人口が急増
する江戸では，飲料水の確保が問題
になりました。1654年，多

た

摩
ま

川
が わ

の
水をとり入れ，武

む

蔵
さ し

野
の

台地を横切る
玉川上水が引かれました。わずか
100ｍの高低差で43km先まで水を
流す，とても難しい工事でした。
　これによって，江戸城をはじめ，
江戸市中の南西部一帯への給水が可
能になるとともに，武

む

蔵
さ し

野
の

の新田開
発が進みました。

江戸の飲料水を支えた玉
た ま

川
がわ

上
じょう

水
す い

（東
とう

京
きょう

都）
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第 4編　近世の日本と世界
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幕府 昌平坂学問所
ばく ふ しょうへいざかがくもんじょ

和歌山 学習館
わ　か やま がくしゅうかん

岡山 閑谷学校
おかやま しずたにがっこう

仙台 養賢堂
せんだい

秋田 明徳館
あき た めいとくかん

弘前 稽古館
ひろさき けい  こ かん

会津 日新館
あい づ

水戸 弘道館
み　と

鳥取 尚徳館
とっとり しょうとくかん

ようけんどう

にっしんかん

こうどうかん

福山 誠之館
ふくやま せい し かん

萩 明倫館
はぎ めいりんかん

土佐 教授館
と　さ こうじゅかん

福岡 修猷館
ふくおか しゅうゆうかん

熊本 時習館
くまもと じ しゅうかん

鹿児島 造士館
か　ご しま ぞう し かん

佐賀 弘道館
さ　が こうどうかん

盛岡 作人館
もりおか さくじんかん

庄内 致道館
しょうない ち どうかん

金沢 明倫堂
かなざわ めいりんどう

名古屋 明倫堂
な ご や めいりんどう

桑名 立教館
くわ な りっきょうかん

姫路 好古堂
ひめ じ こう こ どう

松江 修道館
まつ え しゅうどうかん

岡山 花畠教場
おかやま はなばたけきょうじょう

広島 修道館
ひろしま しゅうどうかん

飫肥 振徳堂
お　び しんとくどう

 振
し ん

徳
と く

堂
どう

（宮
みや

崎
ざき

県日
にち

南
なん

市　飫
お

肥
び

城
じょう

下
か

町
まち

保
ほ

存
ぞん

会
蔵）　飫肥藩

は ん

の藩校で，明
めい

治
じ

時代に外務大臣
となった小

こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろう

（ P.189）もここで学び
ました。

11  閑
しず

谷
た に

学
が っ

校
こ う

（岡
おか

山
やま

県備
び

前
ぜん

市　特別史
し

跡
せき

旧閑谷
学校顕

けん

彰
しょう

保存会蔵）　岡山藩が1670年に建て
た現存する世界で最も古い庶

し ょ

民
み ん

のための公
立学校です。国宝

12

 養
よ う

賢
け ん

堂の旧正門（宮
みや

城
ぎ

県仙
せん

台
だい

市　泰
たい

心
しん

院
いん

山
門）　仙台藩の藩校の建物のなかで，唯

ゆい

一
いつ

残
されたものです。

15

 酒井館長18

 弘
こ う

道
ど う

館
か ん

（茨
いばら

城
き

県水
み

戸
と

市　弘道館事務所蔵）　
水戸藩の藩校で，当時の敷

し き

地
ち

面積は藩校と
して日本最大規

き

模
ぼ

の広さがありました。

13

 庄内藩の藩校致
道館（上）と 20致道博
物館に保存されている
明治時代に建てられた
旧西

にし

田
た

川
がわ

郡役所（下）

19

館長の酒
さ か

井
い

さんの話　城下町鶴岡の致道博物館は鶴ヶ岡城
じょう

三
の丸にあります。庄

しょう

内
な い

藩は徳
と く

川
が わ

四天王の一人である酒
さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

を祖とし，3代忠
た だ

勝
か つ

が1622年に鶴岡へ入り，以来酒井家が治
めました。博物館は，1950（昭和25）年，16代忠

た だ

良
な が

が郷
きょう

土
ど

文
化向上のため，旧藩校致道館の資料および土地建物を寄付し
て発足しました。そして，貴

き

重
ちょう

な建物保存や美術・歴史・民
俗・考古資料など多分野にわたって発信しています。博物館
名は，藩校名にちなみ，論

ろ ん

語
ご

の「君
く ん

子
し

学んで以
も っ

てその道を致
い た

す」が出典で，致道館精神「人は大
た い

宝
ほ う

」を受けついでいます。

致
ち

道
ど う

博物館（山
やま

形
がた

県鶴
つる

岡
おか

市）

 主な藩校　武士
の子どもは，12歳

さ い

ごろ
から藩校に通いました。
江戸時代中期までは儒

じ ゅ

学
がく

が中心で，後期にな
ると，算学・医学・洋
学・兵学などの実用的
な科目を学びました。
資料活用 みなさん

の地
ち

域
い き

で，藩校が前身
の学校があるか調べま
しょう。

14

 関
せき

孝
た か

和
かず

の著
ち ょ

作
さ く

（『括
かつ

要
よう

算
さん

法
ぽう

』　
東京都　国立国会図書館蔵）　円
周率の計算について解説して
いる部分です。

16

 『農業全書』
（国立国会図書館蔵）

17

144

することから，軍事的にも重要でした。そのため政府は，1906年に
主要な鉄道を国有化しました。
　政府から鉱山や工場の払

は ら

い下げを受けた三
み つ

井
い

・三
み つ

菱
び し

・住
す み

友
と も

などは，
金
き ん

融
ゆ う

・貿易・鉱山を多角的に経営する財
ざ い

閥
ば つ

となり，日本経
け い

済
ざ い

を支配
するようになりました。

日本の主要産業である紡績業・製糸業を支え
たのは，出かせぎの若

わ か

い女子労働者でした。
安い賃

ち ん

金
ぎ ん

で，紡績の場合は昼夜 2交代の12時間，製糸では 1日14時
間以上も働く場合もありました。こうして安い綿糸や生糸が生産さ
れ，外国製品との価格競争に勝つことができたのです。しかし不衛
生な寮

りょう

での生活や厳しい徹
て つ

夜
や

労働のため，肺
は い

結
け っ

核
か く

で死
し

亡
ぼ う

する者もあ
り，深

し ん

刻
こ く

な社会問題となりました。この時期には，児童の工場労働
などの問題もありました。
　資本主義経済の発達によって農家でも現金の支出が増えました。
地

ち

租
そ

の支払いや生活用品・肥料購
こ う

入
にゅう

のための借金で，農民が土地を
失って小作人となる傾

け い

向
こ う

が続きました。地主は，収
しゅう

穫
か く

高の半分もの
小作料を取り，それを換

か ん

金
き ん

して事業や株
か ぶ

に投資する資本家となりま
した。小作人は，農業では生活ができずに，工場に出かせぎに行く
人，一家で都市へ流出していく人もありました。産業革命は人々の
生活を便利で豊かにしましたが，他方で貧富の差を拡

か く

大
だ い

させました。

6

P.212

P.163

7

P.310

産業革命によって，なぜ人々の生活は
苦しくなったのでしょうか。

深めよう

普通選挙には，どのような意義があった
のか説明しましょう。

確認

労働者と農民

産業革命が人々の生活にあたえた影響に
ついて説明しましょう。

確認

 製糸工女の一日（『職工事情』）6

 全耕地における小作地率の移り変わり
（『近代日本経済史要覧』）
7

1873年の小作地率を100としたときの数値
1873～92年までは，北海道を除く数値

すう ち

のぞ

100

120

140

160

180

081903979287831873年

24

3

6

12

915

18

21

朝食

昼食

夕食

入浴など

睡眠
すいみん 起床

き しょう

3月・10月前半の
就業時間
（1日14時間30分）

就業
就業

就業 就業

（長野県平野村の製糸場）
ひら  のなが の

しゅうぎょう

せい  し

　明治から昭和にかけて，筑
ち く

豊
ほ う

炭田（福岡県）で働
く炭

た ん

坑
こ う

夫
ふ

（石炭を掘
ほ

る人）のなかに，山本作兵衛が
いました。作兵衛は，第二次世界大戦後，石炭の
産出量が減り，炭坑が閉山となっていくなか，子

し

孫
そ ん

に，自分が働いた炭坑のようすを伝えたいと思
い，炭坑夫の仕事や，その生活，そして家族のよ
うすを絵と文で表しました。
　作兵衛が残した作品は，2011（平成23）年，日
本の近代産業の発展を支えた炭鉱で働いた労働者
によって，その現場が表された重要な記録として，
日本で初めてユネスコ「世界の記

き

憶
お く

（世界記憶遺
い

産
さ ん

）」に登録されました。

5

4

山
や ま

本
も と

作
さ く

兵
べ

衛
え

の炭
た ん

坑
こ う

記録画
（福

ふく

岡
おか

県田
た

川
がわ

市）

 立ち掘り（©Yamamoto Family　福岡県　田川
市石炭・歴史博物館蔵）　男性だけでなく，女性も
働いていました。

4

 山本作兵衛（1892～1984）（撮影：橋
はし

本
もと

正
まさ

勝
かつ

）5
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現在も残る鞆の港
各地から伝わった
とされるかめ

　はるとさんの班は，出土
した交易品がどうやって草
戸千軒町遺跡までやって来
たのか，本や地図を見て，
調べることにしました。

　はるとさんの班は，調べてきたことを新
聞形式にまとめ，発表することにしました。

調べてみると，草戸千軒町遺
跡へは，山

さ ん

陽
よ う

道や芦
あ し

田
だ

川
が わ

，鞆
と も

を通じて，交易品が運ばれて
いたことがわかりました。

また，大
お お

田
た の

荘
しょう

から尾
お の

道
み ち

への道は，江
え

戸
ど

時代に
なると石

い わ

見
み

銀山から尾道にのびる銀山街道と
して，整備されるようになったそうです。

調べたことをまとめる方法は，
新聞のほかに歴史地図や歴史年
表などがあります。

調べたことを深める3

調べたことをまとめる4 歴史新聞づくりのポイント
基本設定
・だれに向けてどんなことを伝えたいのかを考える。
紙面づくり
・調べたことを自分の言葉に書き直して記事にする。
・ 文章以外に，イラストや写真を入れて，わかりやすい紙面
を心がける。

・新聞をつくって考えたことを書くコーナーを，必ず設ける。

はかたの つ
博多津へ

ひ
ょ
う
ご
の
つ

兵
庫
津
へ

おおたのしょう
大田荘

おのみち
尾道

とも
鞆

水運・海運
山陽道（推定）
大田荘から
尾道までのルート

さんよう

2021年度版中学社会歴史的分野教科書
R303_07t1_04

中世のころの交易ルート

2019年2月　地図制作：ジェイ・マップ

新規作成

草戸千軒町遺跡

芦
田 川

どくさ せんげんちょういせき

あし
だ

おか やまひろ しま

岡山県広島県

10km0

いわ
石見銀山 こう

み
ざん

ぎんざん

甲山
おおたのしょう
大田荘

しものせき
下関

おのみち
尾道

とも
鞆

せ と ない かい

瀬 戸 内 海

日 本 海

銀の輸送路

2021年度版中学社会歴史的分野教科書
R303_07t1_05

近世のころの銀の輸送路

2019年2月　地図制作：ジェイ・マップ

新規作成

　草
戸
千
軒
町
遺
跡
は
、
広
島
県

福
山
市
を
流
れ
る
芦あ

し

田だ

川
の
川
底

か
ら
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡
の
出
土

品
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の

よ
う
す
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　遺
跡
か
ら
は
、
宋そ

う

銭せ
ん

や
海
外
産

の
陶と

う

磁じ

器き

な
ど
、
国
外
か
ら
の
交

易
品
も
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
世
界
と
の
交
流
は
、
鞆と

も

に
あ
る

港
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
鞆
は
尾

道
や
兵ひ

ょ
う

庫ご
の

津つ

、
博は

か

多た
の

津
と
結
ば
れ

た
瀬せ

戸と

内な
い

海か
い

の
重
要
な
港
で
あ
る
。

芦
田
川
の
河
口
に
あ
っ
た
草
戸
千

軒
は
鞆
と
つ
な
が
り
、
鞆
を
通
じ

て
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
。

　出
土
し
た
木も

っ

簡か
ん

か
ら
は
、
芦
田

川
を
通
じ
て
近
く
の
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
か
ら
物
資
が
集
め
ら
れ
、
取

り
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
瀬せ

戸と

・
常と

こ

滑な
め（

愛あ
い

知ち

県
）・
和い

ず

み泉（
大お

お

阪さ
か

府
）・
備び

前ぜ
ん（

岡お
か

山や
ま

県
）の
つ
ぼ
や
か
め
な
ど
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
各

地
と
の
つ
な
が
り
も
読
み
取
れ
る
。

　五
百
年
以
上
も
前
の
く
ら
し
が
、

発は
っ

掘く
つ

と
研
究
に
よ
っ
て
み
ご
と
に

復
元
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
海
外

と
の
交
流
が
確か

く

認に
ん

さ
れ
る
な
ど
、

想
像
以
上
に
国
際
的
だ
っ
た
。

草戸千軒町遺跡
くさ ど せんげんちょう い せき

300m0 300m0

広島県立歴史博物館

草戸千軒町遺跡
くさ ど せんげんちょう い せき

草戸大橋

ふくやま

あ
し

だ

芦

川

田

学
習
を
終
え
て

出
土
品
は
語
る

川
底
か
ら
よ
み
が
え
る
町

草
戸
千
軒
か
ら
世
界
へ

○年○月○日発行
○中学校○年○組○班

5中世のころの交易ルート

4 近世のころの銀の輸送路

年貢など

交易品

交易品

第 1 編　私たちと歴史

卑
ひ

弥
み

呼
こ

，聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

，小
お

野
の の

妹
い も

子
こ

，中
なかの

大
お お

兄
え の

皇
お う

子
じ

，中
な か

臣
とみの

鎌
か ま

足
た り

，聖
しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

，行
ぎょう

基
き

，鑑
が ん

真
じ ん

，藤
ふ じ

原
わらの

道
み ち

長
な が

，紫
むらさき

 式
し き

部
ぶ

，
清
せ い

少
しょう

納
な

言
ご ん

，平
たいらの

 清
き よ

盛
も り

，源
みなもとの

 頼
よ り

朝
と も

，源 義
よ し

経
つ ね

，北
ほ う

条
じょう

時
と き

宗
む ね

，足
あ し

利
か が

義
よ し

満
み つ

，足利義
よ し

政
ま さ

，雪
せ っ

舟
しゅう

，ザビエル，織
お

田
だ

信
の ぶ

長
な が

，
豊
と よ

臣
と み

秀
ひ で

吉
よ し

，徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

，徳川家
い え

光
み つ

，近
ち か

松
ま つ

門
も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

，歌
う た

川
が わ

広
ひ ろ

重
し げ

，本
も と

居
お り

宣
の り

長
な が

，杉
す ぎ

田
た

玄
げ ん

白
ぱ く

，伊
い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

，ペリー，
勝
か つ

海
か い

舟
しゅう

，西
さ い

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

，大
お お

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

，木
き

戸
ど

孝
た か

允
よ し

，明
め い

治
じ

天皇，福
ふ く

沢
ざ わ

諭
ゆ

吉
き ち

，大
お お

隈
く ま

重
し げ

信
の ぶ

，板
い た

垣
が き

退
た い

助
す け

，伊
い

藤
と う

博
ひ ろ

文
ぶ み

，
陸
む

奥
つ

宗
む ね

光
み つ

，東
と う

郷
ご う

平
へ い

八
は ち

郎
ろ う

，小
こ

村
む ら

寿
じ ゅ

太
た

郎
ろ う

，野
の

口
ぐ ち

英
ひ で

世
よ

（生没年：966～1027）

調べ学習のポイント

相手に伝わる説明のしかた

人物を調べるポイント
・生

せ い

没
ぼ つ

年はいつでしょうか。
・ その人物が生きた時代は，どのような世

の中だったのでしょうか。
・ その人物は，どのようなことを行い，そ

の時代にどのような影
え い

響
きょう

をあたえたので
しょうか。　

私はこの3名を
選びました。

あなた自身は，小学校の授業でどの人物について学習しましたか。

上の一覧表で示した人物のなかで，歴史を大きく変えた人物はどの人だと思い
ますか。あなた自身の考えをもとに，3名を選び出しましょう。

あなたが選んだ人物は，どのように「歴史を大きく変えた」といえそうですか。
スキルUPコーナーを確

か く

認
に ん

しながら，班
は ん

の人に説明しましょう。

この人物を選んだ理由

です。藤原道長

　藤原道長が生きていた時代は，朝
ちょう

廷
て い

内で貴
き

族
ぞ く

が

力をもっていました。そのなかで道長は，自分の

むすめを天皇のきさきとして，生まれてきた子を天

皇にしました。そして，天皇に代わって政治を動

かすようになり，朝廷の権
け ん

力
りょく

を一手ににぎりまし

た。こうしたことから道長は，歴史を大きく変えた

人物だと思います。

下の一
い ち

覧
ら ん

表に書かれた人物を，次の二つに分けましょう。

A　主に政治の動きのうえで活
か つ

躍
や く

した人物　➡　人物名に  の下線を引こう
B　主に文化のうえで活躍した人物　　　　➡　人物名に  の下線を引こう

歴史を大きく変えた人物はだれだろう？

１．聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

２．藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

３．徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

ふ
り
返
り

1

2

3

4

課
題

調
査

私が歴史を大きく変えたと
思う人物  　　　  は2人目

ゆきさんの答え

　自分の考えを説明するときは，どのよう
な説明をすれば，聞いている人が理解しや
すいのか，考えるようにしましょう。
　何を言いたいのか，ポイントを最初に説
明して，気づいたことだけでなく，その理
由などをつけ加えて話しましょう。

4

3

8

第 3編　中世の日本と世界102

－広
ひ ろ

島
し ま

県福
ふ く

山
や ま

市－
草
く さ

戸
ど

千
せ ん

軒
げ ん

町
ち ょ う

遺
い

跡
せ き

を調べる

　遺跡からの出土品には，ほかの地域でつくら
れたとみられるものがありました。はるとさん
の班

は ん

は，調べるテーマを「遺跡からの出土品」
に決め，博物館へ行って調べることにしました。

中世のころは，草戸千軒
町遺跡の近くまで，海が
せまっていたそうです。

歴史博物館に行こう

草戸千軒町遺跡について調べる1

歴史博物館で調べる2

福山市

草戸千軒町遺跡

広島県

博物館の見学のしかた
●見学するにあたって
・テーマに従

したが

い，めあてをもって見学する。
●チェックリストを作成する
例／調べるテーマが「遺跡からの出土品」の場合
□いつの時代のものだろうか
□何に使うものだろうか
□どこでつくられたものだろうか
　国内だけでなく，国外から運ばれたものはないだろうか
□どのような内容だろうか
　文字が書いてある場合は，解説パネルやキャプションを
　参考に調べよう
・ 学芸員やボランティアのガイドの方に解説してもらったり，質問した
りすることを整理しておく。
・見学で気づいたことや疑

ぎ

問
もん

に思ったことはメモを取る。
・班ごとに行動し，博物館の注意事

じ

項
こう

は守る。

見学の結果，国
内だけでなく，
国外からやって
きた交易品も出
土していること
がわかりました。

図書館やインターネットを利用して，遺跡のあら
ましを確かめましょう。
　・いつごろの遺跡か
　・どのような遺跡（墳

ふ ん

墓
ぼ

，市街，建築物）か
　・どんな遺物が出土しているか
　・どんなことがわかっているか
班ごとに調べるテーマを決めましょう。
　・例／生活のようす／仕事のようす／経

け い

済
ざ い

や交易
　　のようす／ほかの地域との結びつき　　　など

1

2

2博物館での見学のようす

3 輸入された宋
そ う

銭
せ ん

（写
真提供：広島県立歴史博物館）

1復元された草戸千軒町遺跡（写真提供：広島県立歴史博物館）

でか
けよう!

　私たちの地
ち

域
いき

に，中世の港町・市
いち

場
ば

町として栄えた草
くさ

戸
ど

千
せん

軒
げん

町
ちょう

遺
い

跡
せき

があります。
本やインターネットを利用するほか，歴史博物館を訪

たず

ねて調べることにしました。

広島県立歴史博物館の 
ウェブサイト

技能については，情報を
「収集する」・「読み取る」・
「まとめる」の三つの段階に

対応した事例を紹介
しています。

基本方針3
学びを
日々の生活や
社会に活かす

　よりよい未来を構想するにあたって，過去の人々がどのような課題にぶつかり，解決に向け
て取り組んできたかを知ることは大切です。第２編から第６編では，そうした先人の取り組み
を学ぶコラムを用意し，未来の構想に備えられるようにしました。

↑P.189

→P.102

↓P.103

→P.211

↑P.144

↓P.141

→P.79

↓P.8

伝統と文化

先人
に学ぶ

鎌倉時代には，公
く

家
げ

を中心とした伝統文化の
うえに，武

ぶ

士
し

や民
みん

衆
しゅう

にもわかりやすい文化が
発達しました。
　文学では，合戦のようすをえがいた軍記物語がつくられ，なかで
も『平

へい

家
け

物
もの

語
がたり

』は，琵
び

琶
わ

法
ほう

師
し

によって武士や民衆にも広められまし
た。公家のあいだでは，叙

じょ

情
じょう

的な和歌が好まれて『新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』
がまとめられ，時代の変化をみつめた鴨

かもの

長
ちょう

明
めい

の『方
ほう

丈
じょう

記
き

』や，兼
けん

好
こう

法師の『徒
つれ

然
づれ

草
ぐさ

』などの随
ずい

筆
ひつ

集が書かれました。
　建築では，源

げん

平
ぺい

の内
ない

乱
らん

で平
へい

氏
し

に焼かれた東
とう

大
だい

寺
じ

が，公家や武家だ
けでなく，庶

しょ

民
みん

からも寄付を集めて復興され，中国の宋
そう

の様式をと
り入れた南

なん

大
だい

門
もん

などが建てられました。
　美術では，人間の姿

すがた

をありのままにあらわそうとする風
ふう

潮
ちょう

が強ま
り，東大寺南大門の金

こん

剛
ごう

力
りき

士
し

像
ぞう

のように，写実的で力強い彫
ちょう

刻
こく

がつ
くられました。また，戦いや高

こう

僧
そう

の伝記，寺社の歴史などを題材と
した絵

え

巻
まき

物
もの

がつくられ，そのなかでは，武士や民衆の姿もいきいき
とえがかれています。

7 8

P.71
3 4

1 2

鎌
か ま

倉
く ら

時代の文化

鎌
か ま

倉
く ら

時代の文化と仏教
－戦

せ ん

乱
ら ん

・ききん・災害と救い－学習  課題
鎌倉時代の文化は，古代の文化
とどのようなところが異

こ と

なって
いるのでしょうか。

見方・考え方

建築や彫
ちょう

刻
こく

の手法，仏教の修行や布教
のしかたに着目しましょう。

比較

 東大寺伽
が

藍
らん

（奈良市）6

 琵琶法師（慕
ぼ

帰
き

絵
え

詞
ことば

〈模
も

本
ほん

〉　東
とう

京
きょう

国立博物
館蔵）　各地をまわり，琵琶を弾

ひ

きながら『平
家物語』を語り聞かせました。

8

東大寺の再興と重
ちょう

源
げ ん

－再興を支えた中世の人々－
　東大寺は，源平の内乱が始まった1180年に平氏に
焼き討

う

ちされ，寺の大半が焼失しました。
　翌

よ く

年
ね ん

，後
ご

白
し ら

河
か わ

法
ほ う

皇
お う

は，僧の重源を東大寺再興にあた
らせました。61歳

さ い

の重源は全国各地をまわり，源
みなもとの

頼
よ り

朝
と も

の資金協力を得たほか，皇
こ う

族
ぞ く

・貴
き

族
ぞ く

や庶民からも寄付
を集めました。奥

お う

州
しゅう

藤
ふ じ

原
わ ら

氏（ P.69）からも大量の金が
納
お さ

められました。大仏の鋳
ちゅう

造
ぞ う

は，宋の技術者陳
ち ん

和
な

卿
け い

の
協力で乗りこえ，日本の仏師と共同で進められました。
　大仏の修理が終わり，開

か い

眼
げ ん

供
く

養
よ う

が行われたのは，
1185年８月でした。重源は，その後も宋の技術や知
識をとり入れながら大仏殿

で ん

や南大門などを再建し，東

　祇ぎ

園お
ん

精し
ょ
う

舎じ
ゃ

の
鐘か

ね

の
声
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

無む

常じ
ょ
う

の
響ひ

び

き
あ
り
。
沙し

ゃ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

の
花
の
色
、
盛じ

ょ
う

者し
ゃ

必ひ
っ

衰す
い

の
こ
と

わ
り
を
あ
ら
わ
す
。
お
ご
れ
る

人
も
久
し
か
ら
ず
、
只た

だ

春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も

遂つ
い

に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、
ひ
と
え
に

風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

 
 

平
家
物
語

7

大寺再興に尽
じ ん

力
りょく

しました。86歳で重源が亡
な

くなると，
栄
よ う

西
さ い

（ P.81）が重源の役
や く

割
わ り

を引きつぎました。
　こうして重源を中心に，多くの人々の協力で東大寺
は再興され，奈良時代の姿を取りもどしました。

え い さ い

 重源（1121～1206）（俊
しゅん

乗
じょう

房
ぼう

重源像　東大寺蔵）国宝5

正
しょう

倉
そう

院
いん

（正倉）

大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

南
なん

大
だい

門
もん

3

79

世
紀

B.C.
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　「長年使用されなかった鍵
か ぎ

が，錠
じょう

前
ま え

の中で音を立て
たときの感

か ん

激
げ き

は，何
い

時
つ

までも忘
わ す

れることができない。
厨
ず

子
し

（仏像のお堂）の扉
とびら

を開くと，木
も

綿
め ん

の布を包帯のよ
うに幾

い く

重
え

にもきっちりと巻
ま

きつけてある背
せ

丈
た け

の高いも
のがあらわれた。……ついに，巻きつけてある最後の
覆
お お

いがパラリと落ちると，この驚
きょう

嘆
た ん

すべき世界に比類
のない彫

ちょう

像
ぞ う

は，数世紀をへて我
わ れ

々
わ れ

の前に姿
すがた

をあらわし
たのである。」
　これは，1884（明治17）年８月にアメリカ人のフェ
ノロサが，文

も ん

部
ぶ

省
しょう

の職員であった岡
お か

倉
く ら

天
て ん

心
し ん

らと法隆寺
夢殿の秘

ひ

仏
ぶ つ

「救世観音像」の封
ふ う

印
い ん

を解いたときの感動
のようすです。
　このころの日本では，近代化を急ぐ政

せ い

策
さ く

が進められ
るなかで，日本の伝統的な美術や工芸品などの価

か

値
ち

が
評価されないまま，大量に海外に流出していました。

　アーネスト=フェノロサは，1878年にアメリカから
来日し，東

と う

京
きょう

大学で哲
て つ

学
が く

や経
け い

済
ざ い

学
が く

を教えていましたが，
日本美術に関心をもち，日本画の復興に力をつくしま
した。なかでも，狩

か の う

野芳
ほ う

崖
が い

を支
し

援
え ん

したことはよく知ら
れています。1890年には帰国してボストン美術館東
洋部長になり，日本美術の海外への紹

しょう

介
か い

に努めました。
　岡倉天心は，越

え ち

前
ぜ ん

福
ふ く

井
い

藩
は ん

士
し

の次男として横
よ こ

浜
は ま

で生ま
れ，東京大学の文学部でフェノロサに学び，助手とし
て行動をともにして日本美術への関心を深めていきま
した。東京美術学校（現東京芸術大学）の開校に取り組
み，若

わ か

い日本画家を育てました。
　また，ボストン美術館の中国・日本部長に就

しゅう

任
に ん

し，
英文の著

ち ょ

作
さ く

『茶の本』などを通じて，日本の美術や文
化を欧

お う

米
べ い

の人々に積極的に紹介するなど，国際的な視
し

野
や

をもって活動しました。

近代社会に日本をみつめ直す 
－岡

おか

倉
く ら

天
て ん

心
し ん

とフェノロサ－伝統と文化

先人
に学ぶ

　こうした状
じょう

況
きょう

に危
き

機
き

感
か ん

をもった岡倉天心は，
フェノロサと行った奈

な

良
ら

の古社寺調査をまとめ
た報告書「美術保

ほ

存
ぞ ん

ニ付意見」を1886年に文
部省に提出し，1897年に「古社寺保存法」が
制定されるきっかけをつくりました。

●法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

夢
ゆ め

殿
ど の

の救
く

世
ぜ

観
か ん

音
の ん

像の開
か い

扉
ひ

●フェノロサと岡倉天心

1法隆寺夢殿の救世観音像（奈良県　法隆寺蔵）� �
国宝

3フェノロサ
（1853～1908）

2岡倉天心  
（1862～1913）
（茨

いばら

城
き

県天心記念
五
い づ ら

浦美術館蔵）

3

1

2

 六角堂（茨城県北
き た

茨
いばら

城
き

市）　
岡倉天心の活動の拠

き ょ

点
て ん

として
建てられました。2011年の東
日本大震災で一部が流失しま
したが，その後再建されました。

4

現状維
い

持
じ

を修理の原
則（ P.58～59）と
する岡倉天心の考え
は，現在に受けつが
れています。

189

かったので，飛
あ す か

鳥時
じ

代
だい

とよばれています。

６世紀の中ごろ，百
く だ ら

済から仏
ぶっ

教
きょう

が伝えられま
した。蘇我氏は早くから仏教を信じ，日本最

初の本格的な寺院である飛鳥寺を建てました。また， ７世紀初めに
は，聖徳太子が斑

いか

鳩
るが

（奈良県）に法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

，難
な に わ

波（大
おお

阪
さか

市）に四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

を
建て，仏教をあつく信

しん

仰
こう

しました。法隆寺の五
ご

重
じゅうの

塔
とう

・金
こん

堂
どう

などは現
げん

存
そん

する世界最古の木造建築で，釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

や玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

はこの時代の
代表的な美術作品です。寺院の建設や仏像の製作には，主として渡
来人の子孫があたりました。
　このころの仏教は，高度な思想が理解されたというよりも，病気
を治したり，先祖の冥

めい

福
ふく

を祈
いの

ったりするための新しい宗
しゅう

教
きょう

と考えら
れていました。大

や ま と

和とその周辺地
ち

域
いき

の豪族たちも，しだいに仏教を
受け入れていき，それまでの古

こ

墳
ふん

に代わって，自分たちの権
けん

威
い

のシ
ンボルとして寺院を建てていきました。
　飛鳥時代に栄えた，仏教を中心とする文化を飛

あ す か

鳥文
ぶん

化
か

とよんでい
ます。 ７世紀初めには，主に南北朝時代の中国の文化が，朝

ちょう

鮮
せん

を通
じて伝えられました。遠くインドやギリシャなどの文化の影

えい

響
きょう

も見
られます。やがて，留学生や留学僧が唐から帰国してくると，唐の
文化の影響が強くなりました。

ペ ク チ ェ P.26

P.43

1

3

P.33
6

飛
あ す か

鳥文化

蘇我氏と聖徳太子がこのような政治を
行った理由について，説明しましょう。

確認

 ６～７世紀初めの日本と東アジアの動き5
 蘇我氏と天皇家との結びつき7

 唐
か ら

草
くさ

文
もん

　ギリシャ・ローマで流
行し，中国をへて日本に伝わりました。
日本では６世紀ごろから建築・彫

ちょう

刻
こく

に使われるようになりました。

6

蘇我氏や聖徳太子は，なぜ熱心に仏教
を信じて，次々に寺院を建てたので
しょうか。

深めよう

 仏教が伝わったころ，仏（像）は，外国の神
ととらえられていました。
3

年 できごと
６世紀中ごろ 百

く だ ら

済から仏教が伝わる
587 蘇

そ

我
が

氏が物
もの

部
のべ

氏
し

をほろぼす
589 隋

ずい

が中国を統一する
593 聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治に参加する
603 冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

が定められる
604 十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

が定められる
607 小

お

野
のの

妹
いも

子
こ

が隋
ずい

に派
は

遣
けん

される（遣
けん

隋
ずい

使
し

）
618 隋がほろび，唐

とう

が中国を統一する

系
け い

図
ず

の見方
　系図は，祖先と子孫などの関係を線で記したものです。右の系図の
場合，上下線は親子関係，左右線は兄弟姉妹関係，二重線は婚

こ ん

姻
い ん

関係
をあらわします。この系図は，蘇我氏と天皇（皇

こ う

族
ぞ く

）との関係を中心に
記しています。
資料活用 聖徳太子と蘇我氏はどのような関係だったのか，系図から

読み取りましょう。

 飛鳥時代の日本の仏像（左：弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像　高さ123.3cm　京
きょう

都
と

市　広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵）国宝
と 9 朝鮮の仏像（右：高さ93.5cm　大

だい

韓
かん

民
みん

国
こく

国立
中央博物館蔵）

8

ギ
リ
シ
ャ
日
本

　　　　　　こんいん
　　　婚姻関係　　　　親子・兄弟姉妹関係　
太字 教科書に登場する人物
　蘇我氏　　天皇（数字は表中の即位順序）　　女性

い
な  

め
稲
目

馬
子

  

す 

し
ゅ
ん

崇
峻

き
ん
め
い

欽
明

す
い
こ

よ
う
め
い

う
ま
こ

し
ょ
う
と
く
た
い
し

推
古

聖
徳
太
子

用
明

  

び 

だ
つ

敏
達

じ
ょ
め
い

舒
明

て
ん  

む
天
武

て
ん  

じ
天
智

い
る  

か
入
鹿

こ
う
ぎ
ょ
く

　
さ
い
め
い

皇
極（
斉
明
）

こ
う
と
く

孝
徳 え

み
し

蝦
夷

1

2

6 8

5 3 4

7

9

11 10

そ が し てんのう
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↑P.41

菩薩とは，菩
ぼ

提
だ い

（悟り）を求め
て精

しょう

進
じ ん

する者という意味で，
修
し ゅ

行
ぎょう

中の人をいいます。

菩薩像

弥勒菩薩　観
かん

世
ぜ

音
おん

菩薩　日
にっ

光
こう

菩
薩　月

がっ

光
こう

菩薩　文
もん

殊
じゅ

菩薩　など

主な菩薩

 平
びょう

等
ど う

院
いん

鳳
ほ う

凰
お う

堂
どう

の阿
あ

弥
み

陀
だ

如来像 国宝16  広
こ う

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩薩半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
国宝

17

明王は，悪を退治する役目を担
にな

い，
両目をかっと見開いた憤

ふん

怒
ぬ

の表情
で，おそろしい姿をしています。

明王像

不動明王　金
こん

剛
ごう

夜
や

叉
しゃ

明王　愛
あい

染
ぜん

明王　孔
く

雀
じゃく

明王　など

主な明王

 不
ふ

動
どう

明王像（東京国立博物館蔵）18

如来像は，仏教を開いたシャカ
の姿をモデルとしています。如
来とは，仏教の悟りを開いた者
のことです。

如来像

釈
しゃ

迦
か

如来　薬
やく

師
し

如来　阿弥陀如来　
大
だい

日
にち

如来　など

主な如来

仏像の見方
　仏像は，信

し ん

仰
こ う

の対象である仏の姿
すがた

をあらわしたもので，悟
さ と

りを開いた者である如
に ょ

来
ら い

像を示します。
日本ではこれを広くとらえて，如来以外の菩

ぼ

薩
さ つ

・明
みょう

王
お う

・天
て ん

部
ぶ

像も含
ふ く

めて仏像とよんでいます。

 東大寺の持
じ

国
こく

天
て ん

 国宝19

天は，仏教以前からあったさまざま
な神々をとり入れたもので，仏教の
守護神の役

や く

割
わり

をもっています。

天部像

四天王　（持国天・増
ぞう

長
ちょう

天
てん

・広
こう

目
もく

天・
多
た

聞
もん

天＝毘
び

沙
しゃ

門
もん

天）　など

主な天
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←P.57

新しい時代を築く知恵とビジョンを！「歴史との対話」を未来に活かす

岡倉天心とフェノロサ

系図の見方

歴史新聞づくりのポイント

歴史上の人物の調べ方

博物館の見
学のしかた

仏像の見方
東京都

山形県鶴岡市

福岡県田川市

重源

情報を
収集する
技能

情報を
読み取る
技能 情報を

まとめる
技能

　課題に取り組む先人の姿を，伝統と文化，
国際交流， 産業の発展 ，災害復興，資源・環境，
命の尊さ の六つのテーマに分けて紹介して
います（一覧は教科書P.5に記載）。

先人に学ぶ

伝統と文化

先人
に学ぶ

　身近な地域から歴史を学ぶこと
のできる多様な事例を紹介してい
ます（一覧は教科書P.5に記載）。

地域に学ぶ

　未来を構想する学習のため
には，知識だけではなく技能の
習得も重要です。「スキルアッ
プ」では，歴史学習に必要な技
能を解説しています（一覧は教
科書P.5に記載）。

スキルアップ

16 17


